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時  間 プログラム 会  場

15:00 ～ 15:40  九救協　総会 観鶴

15:50 ～ 16:20  運営委員会 観鶴

16:30 ～ 17:30  係員・意見発表者打ち合わせ（ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ資料等動作確認） 紫陽花の間

時  間 プログラム 会  場

8:30 ～ 9:00 　受　付 エントランス

8:55 ～ 9:00 　アナウンス

　開会式

　　１．開会の言葉　　九州地区救護施設協議会　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　真﨑　靖行

　　２．主催者挨拶　　九州地区救護施設協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　  会　長　　　和田　徳行

　　３．来賓挨拶　　　長崎県知事　　　　　大石　　賢吾　様

　　　　　　　　　　　長崎市長　　　　　　鈴木　　史郎　様

　　　　　　　　　　　社会福祉法人長崎県社会福祉協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　濵本　磨毅穂　様

　　４．登壇者紹介

　中央情勢説明

　　社会福祉法人　全国社会福祉協議会

　　　　　　全国救護施設協議会　　会　長　大西　豊美　　氏

10:15 ～ 10:30 　休　憩

　意見発表（前半）

　　テーマ①（第1分科会）15分×2名 ＋ 質疑応答

　　テーマ②（第2分科会）15分×2名 ＋ 質疑応答

12:00 ～ 13:00 　昼食・休憩

　意見発表（後半）

　　テーマ③（第3分科会）15分×2名 ＋ 質疑応答

　　テーマ④（第4分科会）15分×2名 ＋ 質疑応答

14:30 ～ 14:45 　休　憩

　グループ討議 分科会 会場

　　第１分科会『個別支援計画書を活用した取り組み』 眺鶴

　　第２分科会『利用者の地域生活への移行に向けた取り組み』 出島Ｂ

　　第３分科会『虐待・権利侵害の根絶に向けた取り組み』 出島Ａ

　　第４分科会『施設生活を豊かにする取り組み』 観鶴

　意見交換会

　　挨拶・乾杯：九州地区救護施設職員研究大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　　　 菊本　恵

　　ｱﾄﾗｸｼｮﾝ：『日中川劇変面協会・九蘭』　　　小林　奈々様・カタン様

　　中締め挨拶： 福）長崎厚生福祉団 法人理事　 森田　勝　様　　　　　　　　

時  間 プログラム 会  場

9:00 ～  9:05 　アナウンス

10:05 ～ 10:15 　休憩

　記念講演

　 演　題：『長崎の伝統行事に見る人々の営み』

　 講　師： 　元　長崎市長崎学研究所長　　土肥原　弘久　様

　閉会式・表彰式

　 １．意見発表者記念品贈呈

　 ２．次期開催県挨拶　 救護施設いしみね救護園  施設長  上里　育子

　 ３．閉会の言葉　　　九州地区救護施設協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　 副会長　　岩﨑　里恵

10:30 ～ 12:00
（90分）

13:00 ～ 14:30
（90分）

（来賓控室：
山紫陽花の間）

紫陽花の間

大会日程・プログラム

【 7月2日（水）】

【 7月3日（木）】

9:00 ～ 9:30
（30分）

9:30 ～ 10:15
（45分）

10:15 ～ 11:45
（90分）

11:45 ～ 12:00
（15分）

　講義
　演　題：『長崎刑務所における知的障害受刑者処遇・支援モデル事業について』

　講　師：　　長崎刑務所　矯正処遇調整官　平川　　勝文　様

（講師控室：
山紫陽花の間）

紫陽花の間

14:45 ～ 16:45
（120分）

18:00 ～ 20:00
（120分）

紫陽花の間

【 7月4日（金）】

9:05 ～ 10:05
（60分）
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 第 47 回 九州地区救護施設職員研究大会 開催要綱  
 

１ 趣 旨 
   令和６年度は、保護施設通所事業の地域枠の拡充および事業定員の下限の緩和、就労支援

加算費と地域移行加算の新設、個別支援計画書作成の制度化がなされた。 

   全国救護施設協議会より令和７年度事業計画の重点項目として①「地域共生社会の実現に

向けた行動指針の推進と社会への発信」②「利用者の人権を尊重した支援と、利用者主体の

個別支援の質の向上」③「救護施設の見える化の推進」が示された 

   救護施設は真に支援を必要とする人を受け止める「最後のセーフティーネット」として専

門性を積み重ねてきたところであるが、さらなる専門性の向上や地域からより頼られる存在

となり得る実践を展開して行くことが求められる。 

   これらの状況を踏まえ、九州の救護施設の実践を一堂に持ち寄り学び合い、施設機能の一

層の拡充を目指すと共に直面する課題等について研究・情報共有・意見交換することを目的

に本大会を開催する。 

 

２ メインテーマ 
救護施設にできること 

～地域共生社会の実現に向けて求められるものを考えよう～ 

 

３ 主 催 
    九州地区救護施設協議会 

   

 ４ 後 援 
    長崎県 

    長崎市 

    長崎県社会福祉協議会 

    全国救護施設協議会 

 

５ 期 日 
令和 ７ 年 ７ 月 ３ 日（木） ～ ４ 日（金） 

 

６ 日 程 
15:00             15:50       16:30       17:30 

7/2 
（水） （大会前日） 九救協総会 

休 

憩 

運営委員会 係員打合せ 

8:30     9:00   9:30     10:15 10:30    12:00 13:00     14:30 14:45        16:45  18:00      20:00 

7/3 

（木） 

受 

付 

ア
ナ
ウ
ン
ス 

開
会
式 

中央情勢 
説 明 

休 

憩 

意見発表 

昼
食
・
休
憩 

意見発表 
休 

憩 

グループ 
討 議 

ア
ナ
ウ
ン
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休 

憩 

意見交換会 

9:00 9:05        10:05 10:15             11:45    12:00 

7/4 

（金） 

ア
ナ
ウ
ン
ス 

講義 
休 

憩 

記念講演 閉会式  
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７ 会 場 
  稲佐山観光ホテル 

   〒852-8008 長崎県長崎市曙町 40－23 

   TEL：０９５－８６１－４１５１ FAX：０９５－８６１－４２０３ 

 

８ 参加対象者 
九州各県救護施設職員 

九州各県行政機関職員 等 

 

９ 大会次第 
（１）開会式   

①開会の言葉 九州地区救護施設協議会   副会長 真﨑 靖行 

②主催者挨拶 九州地区救護施設協議会   会 長 和田 徳行 

③来賓挨拶 

長崎県知事                  大石 賢吾 様 

長崎市長                   鈴木 史郎 様 

社会福祉法人長崎県社会福祉協議会   会長 濵本 磨毅穂 様 

    ④登壇者紹介 

 

（２）中央情勢説明 

全国救護施設協議会          会長  大西 豊美 氏 

 

（３）意見発表 

    テーマ１『個別支援計画書を活用した取り組み』 

テーマ２『利用者の地域生活への移行に向けた取り組み』 

    テーマ３『虐待・権利侵害の根絶に向けた取り組み』 

    テーマ４『施設生活を豊かにする取り組み』 

※ 閉会式において記念品を贈呈いたします。 

 

（４）グループ討議 

      第１分科会『個別支援計画書を活用した取り組み』 

救護施設における個別支援の質を高めるために、個別支援計画を活用し、利用

者の自立支援に結びつけていくために、施設がどのような取り組みを展開してい

るのか情報共有・意見交換を行う。 

 
第２分科会『利用者の地域生活への移行に向けた取り組み』 

入所時点から地域生活への移行を目標として、そのための生活能力向上の場と

して施設を利用する利用者のニーズをできる限り実現するため、救護施設が行う

地域生活関係事業の一層の充実に向けた情報共有・意見交換を行う。 

 
第３分科会『虐待・権利侵害の根絶に向けた取り組み』 

虐待・権利侵害の根絶に向けて、すべての関係者が「我がこと」として受け止

め、さらなる人権尊重・尊厳保持を目指すために必要な取り組みについて情報共

有・意見交換を行う。 

第４分科会『施設生活を豊かにする取り組み』 

施設で行われる行事やレクリエーション活動等は、利用者の生活にくぎりや変

化、あるいは利用者の相互の親睦など様々な効果をもたらしている。コロナ禍で

進化させた活動等について情報共有・意見交換を行う。 
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    ～グループ討議要領～ 

     ＜運営＞ 

・グループ討議は分科会形式で行い、各分科会にはコーディネーター・幹事・記録を

置く。 

     ・コーディネーターは分科会での討議内容に対する助言を行う。 

     ・幹事は各分科会の進行を行う。 

     ＜流れ＞ 

     ・各分科会場内に小グループをつくり、各テーマや意見発表の内容について小グルー

プ単位で討議を行う。 

     ・小グループにはグループリーダー（司会者）・記録者を選出し進行する。 

     ・小グループ単位で適宜休憩時間を設けても結構です。 

 

（５）意見交換会 

※ 感染対策を実施したうえで行います。 

※ 参加人数によっては中止とする場合もあります。 

 

（６）講義 

 

     演題  『長崎刑務所における知的障害受刑者処遇・支援モデル事業について』 

     講師    長崎刑務所  矯正処遇調整官  平川 勝文 様 

 

（７）記念講演 

 

     演題  『長崎の伝統行事に見る人々の営み』 

     講師     元  長崎市長崎学研究所長  土肥原 弘久 様 

 

（８）閉会式 

①記念品贈呈 

②次期開催県挨拶 救護施設 いしみね救護園 施設長 上里 育子 

③閉会の言葉   九州地区救護施設協議会  副会長 岩﨑 里恵 

 

１０ 参加費 
（１）大会参加費    １０，０００ 円 

（２）意見交換会参加費  ８，０００ 円 

（３）昼食弁当代     １，７００ 円（※別途持ち込み可能） 

※ 大会参加費、意見交換会参加費、弁当代の合計額について後日請求書をお送り

させていただきますので、期日までにお振込にてお支払いください。なお、大変

恐縮ですがお振込手数料については参加者側でご負担願います。 

※ 宿泊については各自で手配をお願いいたします。 

※ 弁当の持ち込みは可能ですが会場周辺にコンビニ等はありません。 

※ 長崎駅から会場までは送迎バスをご用意しております。（参加申込書にて受付） 

  （長崎駅→会場）   長崎駅 8:00 出発（3 日・4 日） 

  （会場 →長崎駅方面）意見交換会終了後（3 日）、大会終了後（4日） 

 

１１ 申込方法 
（１）大会参加申込 

希望者は、別紙「第 48 回 九州地区救護施設職員研究大会 参加申込書」に必要

事項をご記入の上、5 月 14 日（水）までに大会事務局（彦山の森）へＦＡＸまたは

メールにてお申し込みください。 
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（２）意見発表申込 

希望者は、別紙「第 48 回 九州救護施設職員研究大会 意見発表申込書」に必要

事項をご記入の上、5 月 14 日（水）までに大会事務局（彦山の森）へＦＡＸまたは

メールにてお申し込みください。 

発表資料について、パワーポイントまたはワードで作成し、6 月 13 日（金）まで

に大会事務局（彦山の森）へメールにてデータを提出してください。 

※ 当日の発表について、時間の都合上 1 人につき 15 分を目安にお願いします。 

※ 大会資料作成の都合上、締め切り日厳守でお願いします。 

 

（３）分科会懸案事項申込 

希望者は、別紙「第 48 回 九州救護施設職員研究大会 分科会懸案事項申込書」

に必要事項をご記入の上、6 月 13 日（金）までに調研委員の後藤（すみよし）へメ

ール（ワードデータ）にてお申し込みください。 

 

１２ 大会事務局 
救護施設 彦山の森 （ 担当：瀧口・木谷 ） 

     〒851-0252 長崎県長崎市田手原町 653 番地 1 

     TEL：０９５-８２４-１５３０ FAX：０９５-８２５-６６３６ 

E-mail：hikosannomori-kyugo@nagasaki-kouseifukushidan.or.jp 

 

 

～個人情報の取扱いについて～ 

   本大会の申込者、参加者にかかる個人情報は、本会「個人情報の保護に関する方針（プラ

イバシーポリシー）」に基づき適切に取り扱うこととしており、他の目的で使用することは

ありません。 
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中 央 情 勢 説 明 
 

全国救護施設協議会  会長 大西 豊美 氏 
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中央情勢報告 
～救護施設をめぐる国の動きと全国救護施設協議会の取り組み～ 

 
全国救護施設協議会 

 
 

１． 救護施設をめぐる状況について 
（１）個別支援計画の制度化（令和 6 年 10 月 1 日～） 

○ 令和 6 年 10 月 1 日より、救護施設における個別支援計画の作成が制度化された。制度

化にあたり発出された厚生労働省通知（社援発 10 0 1 第 4 号、令和 6 年 10 月 1 日付）

においては個別支援計画書の様式は一律に定めないとされ、必ず記載する項目が掲げ

られるにとどまっている。 

【 個別支援計画に記載する必須事項 】 

※厚生労働省通知（社援発 1001 第 4 号、令和 6 年 10 月 1 日付）より抜粋 

入所者の意向 ／ 総合的な支援目標 ／ ニーズに向けた個別課題と設定理由 ／  

支援の目標 ／ 支援内容 ／ 具体的な方法 ／ モニタリングの時期 

○ 本会では、本制度化にあたり、個別支援計画書の様式や実施機関との連携・情報共有等

に関して方針を整理し、全会員施設へ周知を行った（令和 6 年 11 月 2 2 日付）。 

なお、本方針は、本会ホームページの会員専用ページにも掲載している。 

【 「救護施設等における個別支援計画の作成の制度化を受けた 

全国救護施設協議会の方針について」（抜粋） 】 

１．全救協が推奨する個別支援計画書の様式について 

多様な生活背景や障害等を抱える利用者の支援にあたっては、本人の希望・要望の聴き取りや、ア

セスメント、ニーズの整理等のプロセスを経て、個別支援計画を立案することが重要と捉えています。 

本会が従前より提示している全救協版「救護施設個別支援計画書」（以下、全救協版）の様式は、ご

活用いただくことでこれらのプロセスを経ることができるものとなっています。 

つきましては、本会としては、質の高い利用者支援を実践する観点から、引き続きできる限り多くの

会員施設が全救協版のご作成にお取り組みいただきたいと考えます。 

なお、厚生労働省通知により示された個別支援計画書の必須項目について、全救協版ではすべて

の内容を網羅しており、新たな様式を追加して作成する必要はございません。通知上の必須項目と全

救協版の対応状況については、別紙のとおり整理していますのでご参照ください。 

※本方針の検討にあたり、厚生労働省通知の第 3 -2 「個別支援計画の作成」で示されている必須

項目と、救護施設が作成する個別支援計画書の項目の文言が合致している必要はなく、必須項

目の内容が漏れなく記載されていれば差し支えないことを厚生労働省に確認しています。 

 

２．全救協版以外の様式を使用している場合の対応について 

会員施設によっては、全救協版をカスタマイズして使用されているケース、施設独自で作成された

様式を使用されているケース等があります。 

「1.全救協が推奨する個別支援計画書の様式について」でお示しした方針は、各施設の意思決定や

使用している様式を妨げるものではなく、現場の状況を踏まえて柔軟に選択・対応いただけるものとし
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てご認識ください。 

そのうえで、厚生労働省通知により必須項目とされた内容が個別支援計画書にもれなく記載される

ようご留意ください。 

※本会ホームページの会員専用ページにて、全救協版「救護施設個別支援計画書」の様式等を公

表しています。本会が整理する個別支援計画の基本理念や項目等について、改めてご確認いた

だきますようお願いいたします。 

■ 全救協ホームページ » 会員専用ページ » 全救協情報 » 各種様式( 個別支援計画書・サ

ービス評価基準等)  » 救護施設個別支援計画書様式 2 0 19 年 

        h ttp s: //zen k y uk y o . g r . j p / 

 

３．実施機関との連携・情報共有について 

救護施設における利用者支援は、実施機関からの依頼を受けて開始されるものであり、その後の

支援を円滑に進めていくためにも、実施機関に個別支援計画書の内容について十分に理解していた

だくことが必要です。 

全救協版は、支援計画作成のプロセスを含めて、その全容を丁寧に可視化できるものであることか

ら、全救協版をご使用の施設は、現行のものを使用して共有することを基本としていただきたいと考

えます。 

なお、共有方法については、実施機関との調整も必要になることから、実施機関の見解や各施設で

使用されている様式を踏まえて柔軟にご対応ください。 

個別支援計画書の共有には、救護施設の専門性や取り組みを“見える化”する効果も含まれている

と捉えています。この制度化を契機に、実施機関の救護施設に対する理解促進や、関係性の深化に向

けたお取り組みとなるようご配慮をお願いいたします。 

 

４．『救護施設・更生施設における個別支援計画策定導入マニュアル』（全国社会福祉協議会作成）の

取扱いについて 

昨年度末に配布されている本マニュアルに掲載の「個別支援計画書の様式例」については、実施機

関との調整の結果、情報共有用の個別支援計画書を新規に作成する必要が生じた場合や、必須項目

を満たすように施設独自の様式を改訂する場合等に、活用・参考いただいて差し支えありません。 

○ 制度化以前からほぼすべての施設において計画を策定いただいている。引き続き取り組

みを進めていただくとともに、制度化を契機として丁寧なアセスメントに基づく適切な利

用者主体の支援の展開となっているか改めて振り返りをお願いしたい。 
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○ なお、本制度化に併せて、地域移行（居宅生活）した実績に応じた加算「地域移行加算」

が新設された。取得可能な施設においては、積極的に申請いただきたい。 

 
※厚生労働省作成資料  

 

（２）救護施設の受け入れ機能強化（令和 7 年 4 月 1 日～） 

○ 令和 7 年 4 月 1 日より、救護施設の受け入れ機能強化を図る趣旨から、「救護施設受入

機能体制加算」が新設されている。 

○ 加算取得にかかる要件は以下のとおり。 

【 「救護施設受入機能体制加算」の取得にかかる要件 】 

※厚生労働省通知（社援発 0513 第 1 号、令和 7 年 5 月 13 日付）より抜粋 

救護施設のうち、精神保健福祉士加算費、保護施設通所事業費又は救護施設居宅生活訓練事業

の認定を受けている施設であって、次に掲げる要件の全てを満たす施設のうち、都道府県知事が認

める場合に、加算を認定する。 

ア  精神科病院等との連携強化を図るため、精神科病院等と定期的な情報共有や情報交換を行

うこと。 

イ  精神科病院等の入院患者の円滑な退院・退所につながるよう、保護の実施機関及び精神科病

院等と連携し、退院・退所に向けた調整・支援を行うこと。 

      ※上記下線部については、精神保健福祉士加算費、保護施設通所事業費、救護施設居宅生活訓練事

業の 3 つのうちいずれか 1 つの認定を受けていればよいことを厚生労働省に確認済み。 
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※厚生労働省作成資料  

 

（３）「生活困窮者自立支援法等の一部を改正する法律」の施行（令和 7 年 4 月 1 日～） 

○ 令和 5 年 12 月 2 7 日、社会保障審議会生活困窮者自立支援および生活保護部会は、

「生活困窮者自立支援制度及び生活保護制度の見直しに関する最終報告書」（以下、最

終報告書）を公表した。その後、同報告書の内容を踏まえた「生活困窮者自立支援法等

の一部を改正する法律」が成立し、令和 7 年４月 1 日に施行された。 
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※厚生労働省作成資料 

○ 上記改正の概要のうち、3 -③に記載の会議体については、最終報告書において以下のよ

うに示されていたところである。 

【「生活困窮者自立支援制度及び生活保護制度の見直しに関する最終報告書」より抜粋】 

➢ 生活保護制度においては、コーディネート機能を担うケースワーカーが関係機関と連携し、被保

護者に対する支援の質の更なる向上を目指して、ケースワーカーと関係機関との支援の調整や

情報共有を行うための枠組みとして会議体を設置できるように法定化する必要がある。 

➢ 当該会議体の構成員に対しては、守秘義務を設けることにより、適切な情報共有と 支援を可能

とすることが適当である。 

➢ 当該会議体の設置に当たっては、地域課題を関係者が理解・共有した上で対応の検討を行うこ

とも視野に入れつつ、生活困窮者自立支援制度の支援会議と一体的に運営することを推進すべ

きである。  

➢ なお、会議体の運営方法など制度の具体化に向けては、構成員の対象として、地域とのつながり

に関わる支援を行う救護施設等も含めて検討する必要がある。 

 

○ 上記を踏まえ、「生活困窮者自立支援法等の一部を改正する法律」では、生活保護法に

第２７条の 3 を新設し、以下のとおり法定化された。 

【「生活保護法」（令和７年４月１日施行）より抜粋】 

第二十七条の三 保護の実施機関は、地域における福祉、就労、教育、住宅その他の被保護者に対す

る支援に関する業務を行う関係機関、（中略）により構成される会議（以下この条において「調整会

議」という。）を組織することができる。 
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２  調整会議は、被保護者に対する自立の助長を図るために必要な情報の交換を行うとともに、被保

護者が地域において日常生活及び社会生活を営むのに必要な支援体制に関する検討を行うもの

とする。 

３  調整会議は、前項に規定する情報の交換及び検討を行うために必要があると認めるときは、関係

機関等に対し、被保護者に関する資料又は情報の提供、意見の開陳その他必要な協力を求めるこ

とができる。 

４  関係機関等は、前項の規定による求めがあつた場合には、これに協力するよう努めるものとする。 

５  調整会議は、当該調整会議が組織されている都道府県、市又は福祉事務所を設置する町村に生

活困窮者自立支援法（平成二十五年法律第百五号）第九条第一項に規定する支援会議又は社会

福祉法第百六条の六第一項に規定する支援会議が組織されているときは、被保護者に対する支援

の円滑な実施のため、これらの会議と相互に連携を図るよう努めるものとする。 

６  調整会議の事務に従事する者又は従事していた者は、正当な理由がなく、調整会議の事務に関

して知り得た秘密を漏らしてはならない。 

７  前各項に定めるもののほか、調整会議の組織及び運営に関し必要な事項は、調整会議が定める。 

○ 救護施設は、地域生活や社会参加等において課題を抱える人々への支援にかかる専門性

を蓄積しており、地域に対して提供できる知見を有している。また、救護施設の利用者が居

宅生活に移行するにあたっては、地域の関係機関と日常的に連携することも重要である。 

○ 各地域で調整会議が組織されるにあたっては、救護施設の参画について積極的に働きか

けることが必要と考える。本会では、本件にかかる要望書を厚生労働省に提出している（本

資料「2 .（1）制度・予算対策活動の推進」参照）。 

 

（４）その他、直近の制度動向 

○ その他、救護施設をめぐる直近の制度動向として以下が挙げられる。 

 ①「就労支援加算」の新設（令和 6 年 4 月～） 

 
※厚生労働省作成資料     
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②「保護施設通所事業」の地域枠の拡充、定員の下限の緩和（令和 6 年 4 月～） 

 
※厚生労働省作成資料    

 

   ③「災害時情報共有システム」への保護施設等の追加（令和 6 年度補正予算） 
※保護施設等を対象とした運用開始時期は、令和 7 年度末～令和 8 年度頃が想定されている。 

 

※厚生労働省作成資料   
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２．令和７年度全国救護施設協議会の取り組みについて 

○ 令和 7 年度は、以下を事業の重点としながら、各種事業を進めていく。 

➢ 地域共生社会の実現に向けた行動指針の推進と社会への発信 

➢ 利用者の人権を尊重した支援と、利用者主体の個別支援の質の向上 

➢ 救護施設の「見える化」の推進 

 

（１）制度・予算対策活動の推進 

○ 令和８年度に向けて、救護施設における支援の質の向上や地域生活移行支援のさらなる

推進に必要な制度改善、予算確保等を図るため、国等に向けた要望活動を実施する。 

○ なお、令和 7 年 5 月 2 ３日には、厚生労働省に対して以下の要望を行った。 

【令和 8 年度予算及び今後の制度改善策にかかる要望について（令和 7 年 5 月 2３日）】 

 

生活保護に係る調整会議の設置の促進と、 

救護施設の積極的な参画の呼びかけを求めます 

 

「生活困窮者自立支援法等の一部を改正する法律」により、生活保護法において、関係機関との支援

の調整や情報共有・体制の検討を行うための調整会議が設置できることとなりました。被保護者は、保

護に至るまでに様々な生活背景があり、抱える課題も多様であることから、調整会議を設置し、多機関

の連携による支援体制の構築を促進することが非常に重要です。 

また、「生活困窮者自立支援制度及び生活保護制度の見直しに関する最終報告書」（社会保障審議

会生活困窮者自立支援及び生活保護部会）において、調整会議構成員の対象として、救護施設が明示

されています。被保護者等に対する支援において高い専門性を有している救護施設が調整会議へ参

画することにより、地域の被保護者に対する自立の助長や生活の安定を促進することができます。 

さらに、令和７年４月より、精神科病院や矯正施設等の関係機関との入所調整を行う者を配置し、救

護施設の受け入れ機能の強化が図られることとなりました。この取り組みにより救護施設に入所した被

保護者が将来的に地域移行する等の場合に、救護施設も参画する調整会議が機能することによって、

より長期に渡って安定した地域生活が実現するものと考えます。今日、処遇困難度の高い要保護者を

受け入れて地域移行に向けての支援を積極的に行うためには、救護施設と多様な関係機関の相互理

解と連携促進が重要であり、調整会議に救護施設が参画することは、精神科病院や矯正施設に限ら

ず、より多機関との連携による受け入れ機能のさらなる強化を図ることも期待できます。 

ついては、調整会議の設置促進と、救護施設の参画について、実施機関への働きかけをお願いします。 

 

○ また、令和 7 年度は、3 年ごとに実施する「全国救護施設実態調査」の実施年となっている。

救護施設の運営や利用者支援等の実態を把握し、今後の制度要望等のエビデンスとなる

重要な調査である。趣旨についてご理解いただくとともに、全会員施設から回答いただく

ようご協力いただきたい。 
※調査の回答は、10 月頃に依頼予定。 
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（２）地域共生社会の実現に向けた行動指針の推進 

○ 救護施設がその有する機能・役割等を活かし、地域共生社会の実現に向けて段階的に取

り組むために整理した「救護施設が取り組む生活困窮者支援の行動指針」（以下、行動指

針）を推進し、「全社協福祉ビジョン 2 0 2 5 」が掲げる「ともに⽣きる豊かな地域社会」の実

現をめざす。 

≪行動指針重点項目≫ 

◆生活困窮者自立支援制度による就労支援（就労準備支援・認定就労訓練） への取り組みを積極的に

推し進めることで、認定就労訓練を全ての救護施設で実施することを目指す。 

◆会員施設における第三者評価の受審を促進し、福祉サービスの質の向上を目指すとともに、救護施設

の「見える化」を進める。 

 

 

 

（３）救護施設の見える化の推進 

○ 昨今の制度改正等により、実施機関や地域の関係機関、住民等との連携や理解促進が求

められている。これらの取り組み促進は、救護施設の役割や専門性を「見える化」し、生活

困窮者や地域の被保護者等、救護施設の支援を要する方に必要な支援が届く環境構築に

もつながるものでもある。各施設、地区救護施設協議会、全国救護施設協議会それぞれ

の範囲で対応可能な取り組みを検討・実施し、救護施設の社会的認知度の向上を図る。 

 

（４）利用者の人権を尊重した支援と、利用者主体の個別支援の質の向上 

○ 令和６年 10 月より制度化された個別支援計画の作成等について、制度化が現場に与えて

いる影響を実態調査等で把握しつつ、救護施設がこれまで進めてきた「本人の意思や意

向を確認・尊重しながら個別支援計画に基づく本人のエンパワメントを高める支援」をより

強化・充実させるべく必要な対応を行う。 

○ なお、本年度は、個別支援計画に関する国の研修会が実施される予定である。詳細につい

ては改めてご案内する。 

 

 

 

 

 

 

 

※厚生労働省公表資料を基に作成 ※全国社会福祉協議会公表資料を基に作成 
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10 
 

（５）今後の全国大会・研修会の予定 

 ①第 4７回全国救護施設研究協議大会 

日程／令和 7 年 10 月 9 日（木）～1０日（金） 

会場／江陽グランドホテル（宮城県仙台市） 

 

②令和 7 年度救護施設福祉サービス研修会 

   日程／令和 7 年 12 月（調整中） 

会場／東京都近郊 

 

（６）参考情報（全救協作成頒布物） 

○ 救護施設 PR パンフレット（令和 6 年 3 月発行） 

➢ 救護施設の役割等を紹介するパンフレット。関係機関や地域住民、

利用者等への説明に活用いただける。 
※A 3 二つ折りサイズ（1 セット（10 0 部）2 , 5 4 6 円） 

 

 

 

○ 改訂新版 救護施設職員ハンドブック（平成 2 3 年 2 月第 4 刷） 

➢ 救護施設の機能や経営・運営、職員に求められること、利用者支

援の考え方、関連制度等を掲載した冊子。新入職員への研修や、

救護施設職員が自らの役割等を振り返る際の資料として活用い

ただける。 
※A 4 判 12 2 頁（1 冊 1,0 19 円） 

 

 

 

○ 増補改訂版 地域生活支援関係事業ガイドブック 
（平成 2 8 年 3 月第 2 刷） 

➢ 保護施設通所事業や救護施設居宅生活訓練事業等、地域生活支

援関係事業の概要や Q & A 、実践事例等を掲載した冊子。地域生

活関係事業を進める際の資料としてご活用いただける。 
※A 4 判 18 6 頁（1 冊 1,0 19 円） 
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【日  時】 

  

   令和７年７月３日（木）  1０時 30 分から 14 時 30 分 

 

 

 

【会  場】 

 

本館 4 階    『 紫陽花の間 』 

 

 

【第１分科会】 

個別支援計画書を活用した取り組み 

  （施設名）第２優和園     （発表者）高津 元利 

  （施設名）菊池園       （発表者）櫻庭 圭祐 

 

【第２分科会】 

利用者の地域生活への移行に向けた取り組み 

  （施設名）真和館       （発表者）藤本 美和子 

  （施設名）かんざき日の隈寮  （発表者）天本 薫 

 

【第３分科会】 

虐待・権利侵害の根絶に向けた取り組み 

  （施設名）渓泉寮       （発表者）滝口 裕子 

  （施設名）清風園       （発表者）甲斐 悠矢 

 

【第４分科会】 

施設生活を豊かにする取り組み 

  （施設名）よみたん救護園   （発表者）宮里 健太 

                 （発表者）吉田 萌々 

  （施設名）あいこう園     （発表者）草野 将彦 
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Memo 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１分科会 

～個人の希望に沿える様細かな支援での取り組み～ 
『夢の実現』 

 
            第２優和園 指導員 高津 元利 
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●
テ

ー
マ

：
第

２
優

和
園

 個
別

支
援

計
画

へ
の

取
り

組
み

 
〜

個
人

の
希

望
に

添
え

る
様

 
細

か
な

支
援

で
の

取
り

組
み

〜
夢

の
実

現
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
２

優
和

園
 

 
 

髙
津

元
利

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 

●
施

設
紹

介
 

 第
2優

和
園

は
、

自
立

し
た

習
慣

の
確

立
に

努
め

て
い

ま
す

。
 

 当
施

設
は

、
近

く
に

日
本

有
数

の
カ

ル
ス

ト
台

地
平

尾
台

が
あ

り
豊

か
な

自
然

に
囲

ま
れ

た
環

境
で

ゆ
と

り
の

あ
る

生
活

を
 

 お
く

り
、生

活
、作

業
支

援
を

行
っ

て
自

立
し

た
習

慣
を

確
立

に
努

め
て

い
ま

す
。 

又
、併

設
の

就
労

継
続

B
型

作
業

所
、

 

 福
祉

ホ
ー

ム
を

利
用

し
段

階
的

な
自

立
支

援
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 今

後
は

、
職

員
の

資
質

の
向

上
に

努
め

、
安

心
・

安
全

な
 

 施
設

を
目

指
し

、
地

域
に

根
ざ

し
た

施
設

を
つ

く
っ

て
い

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
 

●
施

設
概

要
（

利
用

状
況

：
R7

年
４

月
１

日
現

在
）

 

・
在

籍
５

０
名

（
定

員
５

０
名

）
 

【
内

訳
】

 
・

男
性

３
８

名
 

（
７

６
％

）
 

・
女

性
１

２
名

 
（

２
４

％
）

 
 

【
障

が
い

の
割

合
】

 
・

精
神

障
が

い
者

１
９

名
（

３
８

％
）

 
・

身
体

障
が

い
者

２
名

（
４

％
）

 
・

重
複

（
身

体
、

精
神

）
２

名
（

４
％

）
 

・
知

的
障

が
い

者
２

名
（

４
％

）
 

・
生

活
障

が
い

２
０

名
（

４
０

％
）

 
・

重
複

（
精

神
、

知
的

）
４

名
（

８
％

）
 

 

・
重

複
（

身
体

、
精

神
、

知
的

）
１

名
（

２
％

）
 

【
居

宅
生

活
訓

練
利

用
者

】
 

・
男

性
２

名
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

 
●

基
本

指
針

 
・

利
用

者
個

人
の

尊
厳

を
保

持
し

な
が

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

の
利

用
者

の
立

場
に

立
っ

た
支

援
を

行
う

。
 

 ・
自

立
支

援
を

行
う

立
場

か
ら

施
設

内
の

ル
ー

ル
を

守
り

な
が

ら
、

そ
の

利
用

者
に

応
じ

た
自

立
し

た
生

活
が

送
ら

れ
る

よ

う
利

用
者

に
あ

っ
た

個
別

支
援

を
行

う
。

 

 第
2優

和
園

で
は

様
々

な
障

が
い

の
あ

る
方

が
地

域
で

暮
ら

せ
る

よ
う

に
、生

活・
作

業
の

支
援

や
訓

練
を

行
っ

て
い

ま
す

。
 

 一
人

一
人

の
個

別
支

援
計

画
を

作
成

し
、

利
用

者
そ

れ
ぞ

れ
の

目
標

に
沿

っ
た

支
援

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
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４

 
施

設
の

特
徴

 
●

支
援

内
容

 
【

生
活

支
援

】
 

 

日
常

生
活

習
慣

支
援

(保
健

衛
生

、諸
規

則
、挨

拶
等

)と
、親

睦
と

自
己

表
現

の
場

と
し

て
当

事
者

団
体

の
活

動（
園

友
会

）

が
あ

り
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
や

会
合

を
行

っ
て

い
ま

す
。

 

 年
間

行
事

に
て

海
水

浴
や

川
遊

び
、

１
泊

旅
行

等
、

毎
月

１
回

利
用

者
と

の
懇

談
会

な
ど

さ
ま

ざ
ま

親
睦

を
取

り
入

れ
て

い

ま
す

。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
 

・
金

銭
管

理
支

援
 

→
、

入
所

後
、

し
ば

ら
く

は
、

職
員

が
金

銭
管

理
を

行
い

、
利

用
者

の
管

理
能

力
に

応
じ

て
段

階
的

に
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

実
施

 

①
 完

全
職

員
管

理
 

 

②
 少

額
管

理
（

一
部

利
用

者
さ

ん
本

人
に

管
理

し
て

い
た

だ
く

。）
 

 

③
 完

全
自

己
管

理
 

 
支

給
さ

れ
る

小
遣

い
を

自
己

管
理

。
ま

た
支

給
さ

れ
た

小
遣

い
の

中
か

ら
自

主
的

に
自

立
な

ど
向

け
貯

金
し

て
も

ら
う。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
６

 
 

・
通

院
管

理
支

援
 

単
独

で
の

外
出

が
で

き
な

い
方

の
病

院
受

診
時

の
引

率
な

ど
。

 

外
出

で
き

る
方

に
関

し
て

は
、

病
院

受
診

も
自

分
で

受
診

し
て

い
た

だ
く

。
 

   
・

入
浴

支
援

 
毎

日
入

浴
可

能
と

は
別

に
、

見
守

り
が

必
要

な
方

や
自

主
的

に
入

浴
は

し
な

い
が

声
掛

け
す

る
こ

と
で

入
浴

で
き

る
方

、
い

ろ
い

ろ
な

障
が

い
で

、
通

常
入

浴
が

で
き

な
い

方
の

た
め

に
平

日
1日

置
き

に
入

浴
支

援
の

時
間

を
設

け
て

い
る

。
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
７

 
・

買
い

物
支

援
（

購
入

支
援

）
 

 入
所

し
て

間
も

な
い

方
、

単
独

で
の

外
出

が
難

し
い

方
、

退
院

後
間

も
な

い
方

を
対

象
に

月
に

１
度

ス
ー

パ
ー

に
施

設
車

で

送
迎

し
買

い
物

の
実

施
。

 

ま
た

利
用

者
の

要
望

に
よ

り
、

ス
ー

パ
ー

以
外

に
も

本
屋

や
10

0均
に

も
買

い
物

支
援

の
実

施
。
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８

 
対

象
利

用
者

で
も

細
か

く
４

つ
の

支
援

に
分

か
れ

る
。

 

①
 送

迎
の

み
の

支
援

：
体

力
的

な
問

題
等

か
ら

単
独

で
の

移
動

が
困

難
で

は
あ

る
が

、
送

迎
す

る
こ

と
で

買
い

物
が

で
き

る

方
。

 

②
 送

迎
、

見
守

り
支

援
：

単
独

で
の

外
出

は
難

し
く

、
職

員
の

送
迎

で
買

い
物

に
行

き
商

品
を

自
分

で
探

す
こ

と
は

出
来

る

が
、

金
銭

管
理

や
自

分
で

の
支

払
い

が
一

人
で

は
難

し
い

方
。

 

③
 送

迎
、

付
き

添
い

支
援

：
単

独
で

の
外

出
は

難
し

く
、

職
員

の
送

迎
で

買
い

物
に

行
く

こ
と

は
可

能
で

あ
る

が
、

商
品

を

自
分

で
選

ん
だ

り
金

銭
管

理
や

自
分

で
の

支
払

い
が

難
し

く
、目

を
離

す
と

問
題

行
動

が
あ

る
が

職
員

が
付

き
添

う
こ

と

で
、

買
い

物
が

で
き

る
方

。
 

④
 買

い
物

購
入

支
援

：
体

調
不

良
や

入
院

の
為

、
買

い
物

支
援

に
参

加
で

き
な

い
利

用
者

の
方

の
た

め
に

、
職

員
が

代
行

で

買
い

物
を

行
う

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
９

 
【

日
中

活
動

】
 

・
第

２
優

和
園

で
は

、
日

中
の

活
動

を
メ

イ
ン

に
支

援
を

実
施

 

２
つ

の
活

動
グ

ル
ー

プ
が

あ
り

入
所

利
用

者
は

、
必

ず
ど

ち
ら

か
の

グ
ル

ー
プ

に
て

日
中

活
動

に
参

加
し

て
も

ら
う

。
 

①
 活

動
支

援
班

 

②
 作

業
支

援
班

 

・
活

動
時

間
：

水
曜

日
以

外
の

平
日

 

午
前

１
０

：
０

０
〜

１
１

：
４

５
（

１
５

分
休

憩
含

む
）

 

午
前

１
３

：
１

５
〜

１
５

：
０

０
（

１
５

分
休

憩
含

む
）

 

※
作

業
班

に
関

し
て

は
、

繁
忙

期
に

特
例

で
時

間
延

長
あ

り
。

 

 

１
０

 
①

 活
動

支
援

班
（

施
設

内
活

動
）

 

・
AD

L
の

低
下

予
防

。
全

体
で

の
ス

ト
レ

ッ
チ

体
操

、
個

別
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
脳

ト
レ

、
塗

り
絵

、
音

楽
鑑

賞
、

パ
ズ

ル
）

な

ど
個

人
の

希
望

に
沿

っ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

提
供

、
実

施
。

 
 

 
 

 
・

ス
ト

レ
ッ

チ
体

操
の

様
子

 

 

 

１
１

 
 

活
動

支
援

班
の

特
徴

 

 ・
AD

L
の

低
下

予
防

の
為

、
食

堂
に

て
前

半
の

４
５

分
間

、
食

堂
の

テ
レ

ビ
に

て
Yo

uT
ub

eや
カ

ラ
オ

ケ
の

ス
ト

レ
ッ

チ

機
能

を
使

っ
た

ス
ト

レ
ッ

チ
体

操
の

実
施

、
ま

た
は

個
別

で
施

設
内

で
の

廊
下

の
運

動
、

階
段

を
使

っ
た

歩
行

訓
練

に
よ

る

体
力

づ
く

り
。

 

・
後

半
の

４
５

分
は

参
加

者
個

人
の

希
望

に
よ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
（

塗
り

絵
、

字
の

練
習

、
プ

リ
ン

ト
学

習
、

発
声

練

習
、

読
書

な
ど

）
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１
２

 
参

加
利

用
者

 

 ・
作

業
班

へ
の

参
加

が
難

し
い

方
。

 

 ・
高

齢
の

方
で

AD
L

の
低

下
予

防
な

ど
が

必
要

な
方

。
 

 ・
他

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
苦

手
な

方
。

 

 ・
退

院
後

で
療

養
中

の
方

な
ど

…
…

 

※
少

例
で

は
あ

る
が

両
方

に
参

加
す

る
方

も
居

る
。

 

１
３

 
②

 作
業

班
（

施
設

内
作

業
）

 
・

主
に

自
動

車
関

連
企

業
の

（
日

産
、

ダ
イ

ハ
ツ

、
ト

ヨ
タ

、
外

車
）

下
請

け
作

業
。

段
ボ

ー
ル

製
品

の
組

み
立

て
、

糊
貼

り
作

業
。

 

・
酒

メ
ー

カ
ー

の
配

送
用

段
ボ

ー
ル

ク
シ

ョ
ン

材
の

作
成

。
 

・
そ

の
他

、
し

ま
む

ら
の

輸
送

用
箱

の
作

成
、

コ
ス

ト
コ

用
の

ピ
エ

ト
ロ

ド
レ

ッ
シ

ン
グ

の
仕

切
り

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

 

・
段

ボ
ー

ル
作

業
以

外
に

も
自

動
車

関
連

の
部

品
加

工
作

業
な

ど
。

 

・
作

業
中

の
様

子
 

１
４

 
作

業
班

の
特

徴
 

 

・
能

力
に

応
じ

た
作

業
工

賃
の

支
給

。
 

・
作

業
を

通
じ

て
就

労
へ

の
興

味
、

意
欲

へ
の

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
。

 

・
年

１
回

、
作

業
班

内
の

行
事

と
し

て
親

睦
会

を
含

め
た

バ
ス

ハ
イ

ク
に

て
工

場
な

ど
へ

の
社

会
科

見
学

。
 

・
製

品
の

作
成

に
て

、
手

先
を

動
か

す
事

で
脳

の
活

性
、

AD
L

の
低

下
予

防
。

 

・
利

用
者

と
行

く
作

業
の

材
料

引
き

取
り

、
納

品
で

外
部

に
行

く
こ

と
で

、
地

域
社

会
と

の
関

わ
り

の
場

が
で

き
る

。
 

・
共

同
作

業
を

行
う

こ
と

で
、

利
用

者
間

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

の
構

築
。

 

・
施

設
内

作
業

を
通

じ
、

作
業

ス
キ

ル
が

高
い

、
作

業
、

就
労

へ
の

意
欲

が
あ

る
方

へ
の

外
勤

へ
の

提
案

、
提

供
。

 

・
個

人
能

力
に

合
わ

せ
た

作
業

内
容

の
提

供
。

 

・
自

立
の

為
の

預
金

を
す

る
。

 

１
５

 
参

加
利

用
者

 

・
年

齢
が

比
較

的
低

い
方

。
 

・
将

来
的

に
自

立
に

向
け

お
金

を
貯

め
た

い
方

。
 

・
自

立
、

就
労

を
目

標
に

し
て

い
る

方
。

 

・
施

設
内

作
業

、
就

労
意

欲
が

あ
る

方
。

 

・
就

労
は

難
し

い
高

齢
や

障
が

い
が

あ
る

方
で

も
体

を
動

か
し

た
り

、
物

作
り

が
好

き
な

方
な

ど
。

 

 ・
暇

つ
ぶ

し
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１
６

 
第

２
優

和
園

で
は

施
設

内
作

業
に

力
を

入
れ

て
い

ま
す

。
 

 作
業

で
得

た
作

業
賃

金
は

、
利

用
者

の
ス

キ
ル

や
作

業
の

出
荷

量
に

よ
り

大
き

く
変

動
し

ま
す

。
糊

貼
り

作

業
や

作
成

、
加

工
作

業
が

で
き

る
方

か
ら

、
作

成
は

難
し

い
が

簡
単

な
仕

切
り

の
は

め
込

み
や

材
料

シ
ー

ト

を
細

か
く

ち
ぎ

る
作

業
な

ど
し

て
少

額
で

は
あ

る
が

作
業

工
賃

を
得

る
方

も
居

ま
す

。
 

近
年

は
社

会
情

勢
や

施
設

利
用

者
の

平
均

年
齢

が
上

が
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
作

業
ス

キ
ル

の
高

い
方

で
毎

月

５
，

０
０

０
円

前
後

、
最

低
賃

金
で

５
０

０
円

前
後

の
収

入
が

あ
り

ま
す

。
 

 一
時

多
い

方
で

月
１

５
，

０
０

０
円

以
上

の
工

賃
収

入
を

得
る

方
も

居
ま

し
た

。
 

 

１
７

 
外

勤
 

・
施

設
内

作
業

の
材

料
等

を
提

供
し

て
も

ら
っ

て
い

る
会

社
へ

外
勤

に
行

き
賃

金
を

得
る

。
 

・
施

設
外

の
方

と
の

関
り

を
通

じ
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

向
上

、
ま

た
地

域
社

会
と

の
繋

が
り

を
感

じ
て

も
ら

い
社

会

貢
献

、
就

労
意

欲
へ

の
更

な
る

向
上

を
目

指
す

。
 

・
外

勤
先

へ
の

通
勤

は
施

設
、

も
し

く
は

居
宅

生
活

訓
練

ア
パ

ー
ト

よ
り

公
共

交
通

機
関

を
使

用
し

て
行

っ
て

も
ら

う
。

 

・
外

部
評

価
も

い
た

だ
け

る
。

 

対
象

者
は

、
 

・
居

宅
生

活
訓

練
利

用
者

、
も

し
く

は
そ

の
見

込
み

が
あ

る
方

。
 

・
施

設
内

作
業

で
の

ス
キ

ル
が

高
い

方
。

 

現
在

男
性

１
名

が
就

労
中

。
 

毎
年

１
〜

２
名

の
方

が
参

加
し

て
る

。
 

１
８

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
９

 
・

居
宅

生
活

訓
練

事
業

 
目

的
：利

用
者

が
ス

ム
ー

ズ
に

居
宅

生
活

へ
移

行
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
、移

行
可

能
な

利
用

者
を

訓
練

用
住

居（
借

家
）

で
寝

食
等

、
よ

り
居

宅
訓

練
生

活
に

近
い

環
境

で
実

体
験

的
に

生
活

訓
練

を
行

い
、

社
会

自
立

を
図

る
。

 

・
自

立
生

活
訓

練
（

自
炊

な
ど

）
 

・
居

宅
マ

ン
シ

ョ
ン

内
の

き
め

細
か

な
ル

ー
ル

等
を

実
施

す
る

。
 

・
外

勤
活

動
（

施
設

内
作

業
の

材
料

等
を

提
供

し
て

も
ら

っ
て

い
る

会
社

へ
外

勤
に

行
き

賃
金

を
得

る
。）

 

・
就

労
活

動
。

月
に

１
回

程
度

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
組

、
外

出
し

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
て

希
望

の
職

種
や

気
に

な
る

職
種

の
求

人

が
あ

る
か

の
就

労
活

動
、

社
会

情
勢

が
ど

の
よ

う
に

な
っ

て
い

る
か

の
確

認
。
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２
０

 

 
 

・
居

宅
生

活
訓

練
 

自
炊

の
様

子
。

 

２
１

 
※

居
宅

訓
練

終
了

後
の

フ
ォ

ロ
ー

に
つ

い
て

 
・

事
業

終
了

後
、

自
立

退
所

し
居

宅
生

活
を

送
る

こ
と

が
可

能
と

な
っ

た
方

に
つ

い
て

は
、

福
祉

事
務

所
等

と
協

議
を

行
 

い
、

自
立

生
活

の
た

め
移

行
支

援
へ

と
変

更
し

居
住

場
所

確
保

及
び

自
立

生
活

の
準

備
を

進
め

、
施

設
を

退
所

し
社

会
復

帰

と
な

る
。

 

 施
設

を
退

所
し

た
方

に
つ

い
て

は
、

定
期

的
に

連
絡

を
と

り
生

活
状

況
、

就
労

状
況

な
ど

を
訪

問
や

連
絡

な
ど

で
確

認
の

実

施
。

 

 な
お

そ
の

間
、

利
用

者
が

自
立

生
活

に
お

い
て

困
難

と
思

わ
れ

る
状

況
に

な
っ

た
時

は
、

福
祉

事
務

所
と

協
議

し
再

入
所

等

や
保

護
申

請
や

再
入

所
の

助
言

を
す

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
２

 

●
テ

ー
マ

：
第

２
優

和
園

 個
別

支
援

計
画

へ
の

取
り

組
み

 

〜
個

人
の

希
望

に
添

え
る

様
 

細
か

な
支

援
で

の
取

り
組

み
〜

夢
の

実
現

 
・

事
例

１
：

男
性

５
０

代
 

A
さ

ん
の

場
合

。（
現

在
入

所
、

居
宅

生
活

訓
練

利
用

者
）

 

 入
所

経
緯

：
入

所
前

、
就

労
を

し
て

い
た

が
上

司
と

の
折

り
合

い
い

が
合

わ
ず

揉
め

た
為

、
勤

め
て

い
た

会
社

を
自

主
退

職
。

居
住

が
会

社
の

寮
に

住
ん

で
い

た
為

、
寮

を
退

居
す

る
こ

と
に

な
り

住
む

場
所

、
職

も
な

く
な

り
一

時
は

公
園

で
生

活
し

て
い

た
が

所
持

金
も

底
を

つ
い

た
為

、
福

祉
に

相
談

し
入

所
と

な
る

。
 

 

 
 

 
 

 

２
３

 
 

・
入

所
後

よ
り

早
期

自
立

退
所

の
訴

え
あ

り
。

 

 ま
ず

は
自

立
し

生
活

し
て

い
く

際
の

お
金

を
貯

め
る

こ
と

が
必

要
な

の
で

、
施

設
内

作
業

に
て

得
た

作
業

工
賃

か
ら

貯
金

を
始

め
て

も
ら

う
。

 

施
設

生
活

で
は

、
特

に
問

題
な

く
生

活
し

施
設

内
作

業
ス

キ
ル

も
高

い
。

 

あ
る

程
度

施
設

生
活

が
慣

れ
た

中
で

、
居

宅
訓

練
生

活
の

利
用

者
の

候
補

と
し

て
本

人
の

意
思

を
確

認
す

る
。

 

居
宅

生
活

訓
練

事
業

 
初

回
面

談
、

聞
き

取
り

で
は

、
居

宅
生

活
訓

練
へ

の
参

加
を

強
く

拒
否

。
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２

４
 

・
本

人
の

意
思

 

居
宅

訓
練

の
期

間
が

半
年

〜
１

年
と

想
定

さ
れ

て
い

る
為

、
早

く
自

立
退

所
し

た
い

思
い

が
あ

り
居

宅
訓

練
へ

の
参

加
を

拒
絶

、
施

設
生

活
の

中
で

就
労

先
や

自
立

後
の

ア
パ

ー
ト

探
し

を
し

た
い

と
の

訴
え

あ
り

。
 

・
意

思
の

変
化

 

↳ 支援
の

中
で

面
談

を
重

ね
本

人
に

抱
い

て
い

る
イ

メ
ー

ジ
（

外
勤

、
収

入
等

プ
ラ

ス
の

部
分

や
マ

イ
ナ

ス
の

部
分

）
を

職
員

と
一

緒
に

な
っ

て
ア

ド
バ

イ
ス

す
る

事
に

よ
り

、
本

人
の

意
思

に
変

化
が

見
ら

れ
る

。
自

分
が

イ
メ

ー
ジ

し
て

い
た

自
立

の
時

期
よ

り
も

少
し

時
期

が
遅

く
な

っ
て

も
し

っ
か

り
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

安
心

し
て

自
立

退
所

し
た

い
と

い
う

気
持

ち
に

変
わ

り
居

宅
生

活
訓

練
へ

の
参

加
を

希
望

。
昨

年
冬

よ
り

居
宅

生
活

訓
練

を
開

始
、

現
在

も
訓

練
継

続
中

。
ま

た
施

設
内

作
業

で
の

ス
キ

ル
、

作
業

に
対

す
る

姿
勢

を
踏

ま
え

ス
テ

ッ
プ

を
一

段
上

げ
、

昨
年

秋
よ

り
外

勤
と

し
て

施
設

内
作

業
の

材
料

を
卸

し
て

い
る

工
場

へ
外

勤
就

労
す

る
こ

と
に

な
る

。
 

２
５

 
現

在
は

居
宅

生
活

訓
練

と
外

勤
活

動
を

同
時

に
行

い
、

平
日

は
居

宅
生

活
訓

練
の

マ
ン

シ
ョ

ン
よ

り
外

勤
へ

行
き

ま
た

マ

ン
シ

ョ
ン

へ
金

曜
日

に
外

勤
終

了
後

、
施

設
へ

戻
っ

て
く

る
生

活
を

送
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
月

に
１

度
は

就
労

活
動

の
日

を
設

け
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

へ
行

き
、

自
分

が
興

味
の

あ
る

職
種

の
求

人
を

就
労

活
動

し
た

り
、

そ
の

他
に

も
ど

の
よ

う
な

求
人

が
あ

る
の

か
な

ど
知

る
こ

と
で

、
情

勢
の

把
握

し
て

も
ら

い
社

会
と

の
繋

が
り

の
場

と
も

な
る

。
 

居
宅

訓
練

生
活

で
は

当
初

は
A

氏
と

も
う

１
名

の
方

の
２

名
で

訓
練

を
行

っ
て

い
た

が
、

今
春

に
１

名
の

方
が

諸
事

情
に

よ
り

居
宅

訓
練

を
終

了
と

な
っ

た
為

１
人

で
実

施
中

。
 

入
所

前
に

飲
食

店
で

の
就

労
経

験
も

あ
り

、
居

宅
訓

練
で

の
料

理
に

関
し

て
は

ス
ム

ー
ズ

に
で

き
て

い
る

が
そ

の
他

の
細

か
い

実
践

的
な

生
活

サ
イ

ク
ル

を
、

身
に

着
け

て
も

ら
え

る
よ

う
支

援
し

て
い

る
。

A
氏

に
つ

い
て

は
１

０
月

で
の

居
宅

生

活
訓

練
の

終
了

を
予

定
し

て
お

り
９

月
頃

か
ら

本
人

と
さ

ら
に

細
か

な
面

談
を

重
ね

、
希

望
の

職
種

、
居

住
設

定
地

を
探

す
な

ど
自

立
へ

向
け

て
の

準
備

、
移

行
支

援
を

行
い

１
２

月
の

自
立

退
所

を
目

指
し

て
い

る
。

 

※
ま

た
、

も
う

１
名

の
方

も
事

情
が

あ
り

保
護

停
止

な
っ

た
が

早
目

の
自

立
を

し
、

ア
パ

ー
ト

を
借

り
就

職
に

至
っ

て
い

る
。

 

２
６

 

・
例

２
：

男
性

５
０

代
 

B
さ

ん
の

場
合

。（
昨

年
冬

自
立

退
所

済
み

）
 

 入
所

経
緯

：
家

族
と

生
活

を
し

て
い

た
が

折
り

合
い

が
合

わ
ず

家
を

出
て

車
上

生
活

を
送

り
な

が
ら

も
就

労
を

し
て

い

た
。

就
労

先
よ

り
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
へ

相
談

あ
り

、
自

立
支

援
セ

ン
タ

ー
の

支
援

の
も

と
ア

パ
ー

ト
の

設
定

を
試

み
る

も
家

賃
滞

納
、

ま
た

ア
パ

ー
ト

か
ら

失
踪

し
再

び
車

上
生

活
を

送
る

。
仕

事
も

辞
め

金
銭

的
困

窮
か

ら
生

活
保

護
申

請
し

入
所

と
な

る
。

精
神

疾
患

や
目

立
っ

て
身

体
的

疾
患

は
な

い
が

ギ
ャ

ン
ブ

ル
依

存
、

生
活

面
で

は
借

金
が

あ
り

。
 

 入
所

時
よ

り
法

テ
ラ

ス
を

利
用

し
借

金
問

題
を

整
理

す
る

。
施

設
生

活
で

は
施

設
内

作
業

に
従

事
、

施
設

内
作

業
で

の
ス

キ
ル

、
作

業
に

対
す

る
姿

勢
を

踏
ま

え
、

ス
テ

ッ
プ

を
上

げ
、

入
所

翌
年

よ
り

外
勤

と
し

て
、

施
設

内
作

業
の

材
料

を
卸

し
て

い
る

工
場

へ
、

外
勤

作
業

に
行

く
こ

と
が

決
ま

り
ま

し
た

。
 

２
７

 
  ・

本
人

の
意

思
 

個
別

支
援

計
画

の
聞

き
取

り
の

中
で

一
年

程
度

の
自

立
を

希
望

。
 

何
度

も
面

談
を

重
さ

ね
、

居
宅

訓
練

を
経

た
上

で
の

自
立

、
就

職
し

た
い

と
の

こ
と

で
一

年
後

の
自

立
退

所
を

目
標

に
令

和
２

年
１

１
月

よ
り

Ｂ
氏

と
も

う
１

名
の

２
名

で
居

宅
生

活
訓

練
開

始
。
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２
８

 
・

居
宅

生
活

訓
練

中
の

ト
ラ

ブ
ル

 

Ｂ
さ

ん
は

外
勤

と
居

宅
訓

練
の

両
立

を
こ

な
し

て
い

た
が

、
令

和
３

年
８

月
に

外
勤

先
を

後
に

無
断

外
泊

を
す

る
。

一
週

間
後

、
無

事
に

発
見

、
保

護
さ

れ
る

。
 

・
無

断
外

泊
の

理
由

 

無
断

外
泊

を
し

た
理

由
と

し
て

は
、

居
宅

生
活

訓
練

を
一

緒
に

し
て

い
た

利
用

者
と

の
折

り
合

い
が

合
わ

ず
嫌

に
な

っ
た

と
の

こ
と

。
性

格
の

問
題

も
ス

ト
レ

ス
や

嫌
な

こ
と

が
あ

る
と

逃
げ

出
す

性
格

で
あ

り
入

所
の

原
因

、
ま

た
無

断
外

泊
中

に
は

、
パ

チ
ン

コ
な

ど
の

ギ
ャ

ン
ブ

ル
し

た
と

の
報

告
も

あ
り

。
 

   

２
９

 
・

問
題

点
、

今
後

の
課

題
 

本
人

の
克

服
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

課
題

が
浮

き
彫

り
に

な
る

。
 

無
断

外
泊

を
し

た
こ

と
に

対
し

て
は

、
施

設
の

規
律

違
反

と
は

な
る

が
理

由
も

考
慮

し
、

継
続

し
て

施
設

生
活

を
送

る
こ

と
に

な
る

が
１

か
ら

の
や

り
直

し
と

な
り

、
居

宅
生

活
訓

練
、

外
勤

の
中

止
は

も
ち

ろ
ん

、
今

後
も

ま
た

無
断

外
泊

や
小

遣
い

を
ギ

ャ
ン

ブ
ル

に
使

う
な

ど
の

可
能

性
が

あ
り

、
し

ば
ら

く
の

間
は

問
題

な
く

出
来

て
い

た
単

独
で

の
外

出
、

金
銭

管
理

も
職

員
が

行
う

こ
と

に
な

る
。

 

    

３
０

 
・

１
か

ら
の

や
り

直
し

、
最

後
の

チ
ャ

ン
ス

到
来

 

そ
こ

か
ら

約
１

年
、

問
題

行
動

へ
の

心
配

が
解

消
さ

れ
た

こ
と

か
ら

金
銭

自
己

管
理

、
そ

の
後

、
外

出
制

限
も

解
除

と
な

る
。

施
設

生
活

の
中

で
何

度
も

何
度

も
面

談
を

す
る

中
で

、
以

前
の

無
断

外
泊

の
反

省
と

自
立

退
所

し
就

職
し

た
い

と
い

う
よ

り
強

い
思

い
が

あ
り

、
再

度
、

居
宅

生
活

訓
練

と
外

勤
を

提
案

、
本

人
の

意
思

を
確

認
し

た
の

ち
、

最
後

の
チ

ャ
ン

ス
と

捉
え

再
度

、
居

宅
生

活
訓

練
に

参
加

し
て

も
ら

う
。

施
設

側
と

し
て

も
前

回
の

問
題

を
考

慮
し

、
一

緒
に

居
宅

生
活

訓
練

を
行

う
利

用
者

を
、

施
設

生
活

で
も

同
室

で
特

に
ト

ラ
ブ

ル
の

な
い

利
用

者
で

配
慮

し
て

実
施

す
る

こ
と

に
し

た
。

今
回

の
居

宅
生

活
訓

練
で

は
大

き
な

ト
ラ

ブ
ル

も
な

く
過

ご
さ

れ
る

も
コ

ロ
ナ

渦
と

い
う

こ
と

あ
り

途
中

で
、

居
宅

訓
生

活
訓

練
の

中
止

も
あ

り
１

年
間

の
予

定
だ

っ
た

居
宅

生
活

も
２

年
に

延
び

る
も

や
り

遂
げ

る
。

 

  

３
１

 
・

自
立

へ
向

け
て

の
課

題
 

 自
立

へ
向

け
、

準
備

を
進

め
て

行
く

う
え

で
問

題
が

発
生

。
も

と
も

と
第

２
優

和
園

の
あ

る
北

九
州

地
区

や
隣

接
す

る
苅

田
町

は
、

自
動

車
関

連
な

ど
の

多
く

の
工

場
が

あ
り

就
職

に
関

し
て

は
通

常
で

あ
れ

ば
求

人
は

多
い

。
前

回
居

宅
生

活
訓

練
を

終
え

自
立

退
所

し
た

利
用

者
が

、
就

職
し

た
派

遣
会

社
に

Ｂ
氏

の
就

職
に

つ
い

て
も

お
願

い
す

る
。

派
遣

会
社

へ
の

登
録

は
問

題
な

く
出

来
た

が
派

遣
会

社
か

ら
の

派
遣

先
が

コ
ロ

ナ
渦

、
社

会
情

勢
、

今
話

題
に

な
っ

て
い

る
N

自
動

車
、

D
自

動
車

な
ど

様
々

な
問

題
が

あ
り

な
か

な
か

見
つ

か
ら

な
い

。
同

派
遣

会
社

の
系

列
で

隣
の

大
分

県
で

仕
事

が
あ

る
と

の
こ

と
で

面
接

ま
で

行
く

も
翌

月
よ

り
仕

事
が

な
い

可
能

性
が

あ
る

と
の

こ
と

で
、

就
職

内
定

ま
で

は
出

来
て

い
た

が
就

労
地

の
設

定
が

出
来

な
か

っ
た

。
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３
２

 
・

自
立

設
定

日
直

前
で

決
ま

る
。

 

継
続

し
て

派
遣

会
社

の
方

に
、

派
遣

先
を

探
し

て
も

ら
い

自
立

予
定

日
の

一
週

間
前

に
、

よ
う

や
く

山
口

県
に

て
派

遣
先

が
決

ま
る

。
自

立
後

の
居

宅
に

つ
い

て
自

立
す

る
利

用
者

に
よ

っ
て

は
、

自
立

時
の

ア
パ

ー
ト

を
契

約
す

る
際

に
、

保
証

人
の

問
題

な
ど

で
ア

パ
ー

ト
契

約
で

き
な

い
方

も
居

る
が

派
遣

会
社

が
契

約
し

て
い

る
社

宅
ア

パ
ー

ト
に

住
む

こ
と

が
で

き
、

そ
の

点
の

問
題

も
な

し
。

出
る

直
前

ま
で

準
備

に
追

わ
れ

て
い

た
が

無
事

に
予

定
日

に
自

立
す

る
。

自
立

退
所

日
の

日
は

山
口

県
の

派
遣

先
の

社
宅

ア
パ

ー
ト

ま
で

引
っ

越
し

や
役

所
で

の
手

続
き

の
フ

ォ
ロ

ー
を

す
る

。
ま

た
派

遣
会

社
の

方
も

各
種

手
続

き
に

立
ち

会
っ

て
い

た
だ

く
な

ど
手

厚
い

フ
ォ

ロ
ー

も
し

て
い

た
だ

く
。

 

施
設

か
ら

就
職

地
が

離
れ

て
い

る
こ

と
も

あ
り

、
自

立
後

の
様

子
見

に
は

行
け

な
い

為
、

本
人

や
派

遣
会

社
の

方
に

連
絡

を
取

り
現

状
確

認
は

継
続

。
 

※
派

遣
会

社
と

の
付

き
合

い
方

、
施

設
職

員
と

の
信

頼
は

大
事

だ
な

と
実

感
し

ま
し

た
。

 

３
３

 

・
自

立
後

の
ア

ク
シ

デ
ン

ト
 

B
氏

に
つ

い
て

は
、

自
立

後
３

ケ
月

で
休

日
に

自
転

車
事

故
に

て
骨

折
し

て
し

ま
い

ド
ク

タ
ー

ス
ト

ッ
プ

が
か

か
っ

て
働

け

な
い

と
派

遣
会

社
よ

り
施

設
に

報
告

あ
り

。
報

告
を

受
け

た
後

は
、

よ
り

こ
ま

め
に

B
氏

本
人

、
派

遣
会

社
と

も
に

連
絡

を
取

り
現

状
確

認
の

実
施

、
ま

た
B

氏
は

働
け

な
い

が
施

設
入

所
時

か
ら

貯
め

て
い

た
お

金
と

、
自

立
後

働
い

た
分

で
何

と
か

１
〜

２
ヶ

月
は

就
労

し
な

く
て

も
社

宅
の

家
賃

な
ど

の
生

活
費

は
捻

出
で

き
る

と
の

こ
と

だ
っ

た
が

、
治

療
が

長
引

き
働

け
る

ま
で

少
し

時
間

が
か

か
り

そ
う

だ
と

の
報

告
あ

り
、

最
終

的
に

家
賃

な
ど

支
払

い
が

で
き

な
く

な
る

ま
で

困
窮

し
生

活
が

出
来

な
く

な
る

前
に

、
再

入
所

な
ど

検
討

段
階

に
入

っ
て

い
た

が
ど

う
に

か
持

ち
こ

た
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

残
念

な
が

ら
長

期
病

気
療

養
の

為
、

最
初

に
就

職
し

た
派

遣
先

で
の

仕
事

の
契

約
が

切
れ

て
し

ま
う

も
派

遣
会

社
の

フ
オ

ロ
ー

で
現

在
は

大
分

県
の

派
遣

先
で

就
労

し
て

い
る

と
の

こ
と

。
 

 

３
４

 
・

入
所

時
と

の
変

化
 

B
氏

は
入

所
時

、
嫌

な
こ

と
か

ら
逃

げ
る

な
ど

の
課

題
や

、
一

度
居

宅
生

活
訓

練
で

の
失

敗
の

経
験

し
次

は
失

敗
し

た
く

な

い
と

の
熱

意
も

あ
り

、
今

回
の

件
は

あ
き

ら
め

る
こ

と
な

く
乗

り
越

え
て

現
在

に
至

る
。

自
立

し
て

も
本

人
か

ら
報

告
や

生
活

で
の

悩
み

の
相

談
な

ど
も

あ
り

、
施

設
と

し
て

も
入

所
時

だ
け

の
支

援
や

フ
ォ

ロ
ー

だ
け

で
な

く
、

自
立

後
も

必
要

に
応

じ
て

フ
ォ

ロ
ー

が
必

要
で

あ
る

と
再

確
認

す
る

事
例

と
な

り
、

ま
た

利
用

者
も

個
別

支
援

計
画

の
聞

き
取

り
の

中
で

の
就

労
が

最
終

ゴ
ー

ル
で

な
く

施
設

を
円

満
退

所
、

希
望

に
沿

っ
た

就
労

や
単

身
生

活
だ

け
で

な
く

、
そ

の
後

も
き

ち
ん

と
し

た
生

活
、

そ
の

後
の

目
標

設
定

を
し

て
も

ら
う

こ
と

が
重

要
だ

と
思

わ
れ

る
。

 
       

３
５

 
  

・
施

設
と

し
て

の
今

後
の

対
応

に
つ

い
て

 

 現
在

、
施

設
と

し
て

は
自

立
し

た
利

用
者

に
対

し
て

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

い
う

位
置

づ
け

で
支

援
、

フ
ォ

ロ
ー

を
し

て
い

ま
す

が
、

今
後

は
地

域
移

行
加

算
の

申
請

を
行

い
自

立
支

援
も

充
実

し
た

支
援

が
で

き
る

よ
う

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
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第１分科会 

「金銭管理の自立を目指した取り組み」 
 
             菊池園 介護支援員 櫻庭 圭祐 
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20
25

/6
/2

3 1

金
銭

管
理

の
自

立
を

目
指

し
た

取
り

組
み

社
会

福
祉

法
人

紫
翠

会
救

護
施

設
菊

池
園

介
護

支
援

員
櫻

庭
圭

祐

施
設

紹
介

・
定

員
50

名
（

令
和

７
年

4月
1日

現
在

）
男

性
３

５
名

女
性

１
８

名
合

計
53

名
平

均
年

齢
64

歳
・

障
害

状
況

知
的

障
害

5名
（

９
．

４
％

）
精

神
障

害
41

名
（

７
７

．
４

％
）

通
帳

管
理

者
数

の
変

化

・
令

和
６

年
４

月
１

日
（

昨
年

）
の

通
帳

、
印

鑑
自

己
管

理
者

数
↓

０
名

（
５

１
名

中
）

・
令

和
７

年
４

月
１

日
現

在
で

の
通

帳
、

印
鑑

自
己

管
理

者
数

↓
２

７
名

（
５

３
名

中
）

※
２

７
名

の
う

ち
、

１
０

名
は

金
融

機
関

で
の

入
出

金
も

個
人

で
行

っ
て

い
る

き
っ

か
け

と
目

的

１
．

き
っ

か
け

・
入

所
者

の
方

か
ら

自
分

で
通

帳
と

印
鑑

の
管

理
が

し
た

い
と

の
要

望
が

多
か

っ
た

。
・

個
別

支
援

計
画

見
直

し
の

際
に

、
個

々
の

金
銭

管
理

能
力

に
つ

い
て

検
討

す
る

機
会

が
あ

っ
た

。

２
.

目
 

的
・

責
任

感
と

自
己

肯
定

感
を

高
め

る
。

・
自

立
に

向
け

た
金

銭
管

理
能

力
の

向
上

。

・
金

銭
の

自
己

管
理

を
す

る
こ

と
で

、
外

出
へ

の
意

欲
を

高
め

る
。
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20
25

/6
/2

3 2

個
別

支
援

計
画

の
作

成

・
菊

池
園

独
自

の
外

出
、

服
薬

管
理

、
金

銭
管

理
に

つ
い

て
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

表
を

作
成

し
導

入
。

（
令

和
６

年
４

月
１

日
〜

）
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20
25

/6
/2

3 3

自
立

し
た

金
銭

管
理

に
向

け
た

支
援

１
．

現
金

と
通

帳
、

印
鑑

の
管

理

２
．

外
出

に
対

し
て

３
．

金
融

機
関

で
の

入
出

金

４
．

買
い

物
に

対
し

て

５
．

使
っ

た
金

額
と

残
金

の
確

認

６
．

今
後

、
支

払
う

必
要

が
あ

る
も

の
に

対
し

て

自
立

し
た

金
銭

管
理

に
向

け
た

支
援

１
．

現
金

と
通

帳
、

印
鑑

の
管

理

２
．

外
出

に
対

し
て

３
．

金
融

機
関

で
の

入
出

金

４
．

買
い

物
に

対
し

て

５
．

使
っ

た
金

額
と

残
金

の
確

認

６
．

今
後

、
支

払
う

必
要

が
あ

る
も

の
に

対
し

て

自
立

し
た

金
銭

管
理

に
向

け
た

支
援

１
．

現
金

と
通

帳
、

印
鑑

の
管

理

２
．

外
出

に
対

し
て

３
．

金
融

機
関

で
の

入
出

金

４
．

買
い

物
に

対
し

て

５
．

使
っ

た
金

額
と

残
金

の
確

認

６
．

今
後

、
支

払
う

必
要

が
あ

る
も

の
に

対
し

て

自
立

し
た

金
銭

管
理

に
向

け
た

支
援

１
．

現
金

と
通

帳
、

印
鑑

の
管

理

２
．

外
出

に
対

し
て

３
．

金
融

機
関

で
の

入
出

金

４
．

買
い

物
に

対
し

て

５
．

使
っ

た
金

額
と

残
金

の
確

認

６
．

今
後

、
支

払
う

必
要

が
あ

る
も

の
に

対
し

て
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20
25

/6
/2

3 4

自
立

し
た

金
銭

管
理

に
向

け
た

支
援

１
．

現
金

と
通

帳
、

印
鑑

の
管

理

２
．

外
出

に
対

し
て

３
．

金
融

機
関

で
の

入
出

金

４
．

買
い

物
に

対
し

て

５
．

使
っ

た
金

額
と

残
金

の
確

認

６
．

今
後

、
支

払
う

必
要

が
あ

る
も

の
に

対
し

て

自
立

し
た

金
銭

管
理

に
向

け
た

支
援

１
．

現
金

と
通

帳
、

印
鑑

の
管

理

２
．

外
出

に
対

し
て

３
．

金
融

機
関

で
の

入
出

金

４
．

買
い

物
に

対
し

て

５
．

使
っ

た
金

額
と

残
金

の
確

認

６
．

今
後

、
支

払
う

必
要

が
あ

る
も

の
に

対
し

て

自
立

し
た

金
銭

管
理

に
向

け
た

支
援

１
．

現
金

と
通

帳
、

印
鑑

の
管

理

２
．

外
出

に
対

し
て

３
．

金
融

機
関

で
の

入
出

金

４
．

買
い

物
に

対
し

て

５
．

使
っ

た
金

額
と

残
金

の
確

認

６
．

今
後

、
支

払
う

必
要

が
あ

る
も

の
に

対
し

て

事
例

紹
介

①

・
Tさ

ん
４

０
代

男
性

・
精

神
保

健
福

祉
手

帳
（

２
級

）
所

持

・
心

身
の

状
況

・
・

・
統

合
失

調
症

、
発

達
障

害

・
入

所
期

間
・

・
・

５
年

１
０

ヶ
月

（
令

和
７

年
４

月
１

日
現

在
）

・
本

人
の

意
向

・
・

・
今

は
難

し
い

が
、

い
ず

れ
は

一
人

暮
ら

し
が

し
た

い
。
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20
25

/6
/2

3 5

自
転

車
で

出
発

！
！

自
転

車
で

出
発

！
！

金
融

機
関

に
到

着
金

融
機

関
に

到
着
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20
25

/6
/2

3 6

出
金

伝
票

記
入

買
い

物
を

し
よ

う
！

出
納

帳
を

つ
け

る
ス

タ
ッ

フ
と

確
認
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20
25

/6
/2

3 7

Ｔ
さ

ん
か

ら
の

言
葉

「
最

初
は

何
も

わ
か

ら
ず

難
し

か
っ

た
。

今
で

も
出

納
帳

の
記

入
や

自
分

で
銀

行
に

い
く

の
が

面
倒

だ
と

思
う

時
も

あ
る

。
で

も
自

分
で

管
理

し
て

い
る

方
が

、
う

ま
く

説
明

で
き

な
い

け
れ

ど
気

分
が

い
い

の
で

こ
れ

か
ら

も
続

け
て

行
き

た
い

。
」

事
例

紹
介

②

・
Ｓ

さ
ん

４
０

代
男

性

・
精

神
保

健
福

祉
手

帳
（

２
級

）
所

持

・
心

身
の

状
況

・
・

・
統

合
失

調
症

、
精

神
発

達
遅

滞

・
入

所
期

間
・

・
・

７
年

４
ヶ

月
（

令
和

７
年

４
月

１
日

現
在

）

・
本

人
の

意
向

・
・

・
ア

パ
ー

ト
で

一
人

暮
ら

し
が

し
た

い
。

支
援

の
中

で
の

助
言

タ
バ

コ
を

も
っ

と
吸

い
た

い
→

そ
れ

以
上

は
お

小
遣

い
が

足
り

な
い

ん
じ

ゃ
な

い

あ
の

人
が

持
っ

て
い

る
物

が
羨

ま
し

い
→

あ
な

た
は

他
に

良
い

も
の

を
も

っ
て

い
る

よ

相
談

し
な

い
で

自
由

に
お

金
が

使
い

た
い

→
今

は
し

っ
か

り
相

談
し

な
が

ら
訓

練
し

て
い

こ
う

そ
ん

な
に

厳
し

く
言

わ
れ

た
く

な
い

→
あ

な
た

の
た

め
に

言
っ

て
い

る
ん

だ
よ

好
き

な
時

間
に

好
き

に
外

出
し

た
い

→
時

間
を

守
る

こ
と

も
訓

練
の

一
環

だ
よ

Sさ
ん

ス
タ

ッ
フ

通
帳

と
印

鑑
の

管
理

を
始

め
て

、
２

ヵ
月

後
に

、
、

、
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20
25

/6
/2

3 8

あ
れ

が
欲

し
い

タ
バ

コ
を

も
っ

と
吸

い
た

い

羨
ま

し
い 自

由
に

し
た

い

注
意

さ
れ

る
好

き
に

遊
び

た
い

少
し

我
慢

し
て

み
た

ら
？

そ
れ

は
必

要
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

？

ま
た

今
度

に
し

よ
う

少
し

貯
金

し
た

方
が

良
い

頑
張

ろ
う

一
緒

に
考

え
よ

う

※
ス

タ
ッ

フ
か

ら
の

助
言

が
Sさ

ん
は

強
制

の
よ

う
に

感
じ

て
い

た
の

か
も

無
断

外
泊

生
活

の
R

e
s
ta

rt

ま
た

菊
池

園
で

頑
張

り
た

い
最

後
の

セ
ー

フ
テ

ィ
ー

ネ
ッ

ト

通
帳

印
鑑

の
自

己
管

理
一

時
中

止
未

納
の

負
担

金
を

分
割

で
負

担

担
当

ス
タ

ッ
フ

の
変

更
小

遣
金

の
少

額
化

一
か

ら
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
助

言
の

見
直

し

そ
し

て
再

チ
ャ

レ
ン

ジ

小
遣

金
の

増
額

通
帳

、
印

鑑
の

管
理

再
開

反
省

意
欲

挑
戦

※
施

設
と

し
て

も
リ

ス
ク

が
あ

る
中

で
自

立
支

援
を

継
続

す
る

た
め

に
挑

戦
を

続
け

て
い

ま
す

。

可
能

性

未
納

分
の

負
担

金
の

負
担

完
了

施
設

と
し

て
リ

ス
ク

を
許

容
希

望
自

立
を

支
援

す
る

そ
の
後
、
、
、

※
自

立
支

援
は

簡
単

に
は

上
手

く
い

か
な

い
。

失
敗

に
も

意
味

が
あ

る
と

信
じ

て
い

ま
す

。
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20
25

/6
/2

3 9

成
果

と
課

題
（
ま

と
め

）

・
金

銭
管

理
に

は
皆

さ
ん

意
欲

的
だ

っ
た

。

・
失

敗
と

い
う

こ
と

で
は

な
く

、
経

験
を

積
む

良
い

機
会

に
な

っ
た

。

・
リ

ス
ク

に
対

し
て

の
対

処
と

許
容

に
つ

い
て

、
ス

タ
ッ

フ
全

体
で

認
識

を
統

一
さ

せ
る

こ
と

が
大

切
。
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1

ま
ず

は
簡

単
に

39



2

①
脳

の
病

気

②
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
な

い

③
飲

ん
で

い
る

状
態

が
普

通
の

状
態

回
復

し
て

地
域

移
行

を
目

指
す

た
め

断
酒

を
す

る

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

で
あ

る
こ

と
を

認
め

、
病

気
を

知
る

専
門

病
院

・
自

助
グ

ル
ー

プ
に

通
う

40



3

理
解

力
が

乏
し

い
（

知
的

障
害

や
発

達
障

害
等

）

生
育

環
境

や
心

の
問

題

様
々

な
障

害
や

疾
病

が
あ

る

地
域

移
行

の
割

合
を

発
表

し
ま

す

平
成

１
８

年
度

～
令

和
６

年
度

の
退

所
状

況

平
成

２
５

年
度

～
令

和
６

年
度

の
居

宅
生

活
訓

練
後

の
退

所
状

況

41



4

居
宅

生
活

訓
練

を
受

け
た

方
の

42



5

地
域

移
行

へ
向

け
て

行
っ

て
い

る
支

援

断
酒

継
続

の
た

め
に

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

で
あ

る
こ

と
を

認
め

、
病

気
を

知
る

た
め

に
①

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

で
あ

る
こ

と
を

認
め

、
病

気
を

知
る

た
め

に
②

自
助

グ
ル

ー
プ

・
外

部
の

ア
ル

コ
ー

ル
関

連
行

事
へ

の
参

加

43



6

心
の

問
題

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

以
外

の
依

存
症

、
障

害
、

疾
病

に
つ

い
て

学
ぶ

そ
の

他
の

取
り

組
み

は
「

真
和

館
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
回

復
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
A

R
P
）

」
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

地
域

移
行

の
成

功
の

た
め

に

職
員

の
支

援
力

の
向

上

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

の
回

復
に

つ
い

て
「

わ
か

り
や

す
い

」
仕

組
み

づ
く

り
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1

R7
九
州
地
区
救
護
施
設
職
員
研
究
大
会

利
用
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
に
向
け
た
取
り
組
み

か
ん
ざ
き
日
の
隈
寮
に
お
け
る

通
所
事
業
に
つ
い
て

佐
賀
整
肢
学
園
・
か
ん
ざ
き
日
の
隈
寮

生
活
支
援
員

天
本

薫

か
ん
ざ
き
日
の
隈
寮
の
沿
革

1

か
ん
ざ
き
日
の
隈
寮
（
外
観
）

開
始

事
業

年
度

県
立

日
の

隈
寮

設
立

昭
和

38
年

佐
賀

県
よ

り
経

営
移

譲
平

成
20

年
度

神
埼

市
鶴

西
地

区
に

移
転

平
成

24
年

居
宅

生
活

訓
練

開
始

平
成

26
年

通
所

事
業

開
始

令
和

6年

か
ん
ざ
き
日
の
隈
寮
の
概
要

2

•
定
員
︓
7０

名
•
入
所
者
数
︓
77
名

•
平
均
年
齢
︓
男
67
歳
，
女
61
歳
、

全
体
65
歳

•
職
員
数
︓
27
名

•
令
和
6年

度
の
動
き

•
通
所
事
業
を
開
始

•
個
別
支
援
計
画
制
度
化

•
地
域
定
着
加
算
開
始

•
就
労
支
援
員
加
算
開
始

通
所
事
業
の
概
要

保
護
施
設
通
所
事
業
と
は

•
対
象
者
︓
保
護
施
設
退
所
者
、
地
域
で
生
活
す
る
被
保
護
者

•
目
的
︓
居
宅
で
の
自
立
生
活
の
継
続
と
保
護
施
設
か
ら
の
退
所
の
促
進

•
内
容
︓
施
設
に
通
所
さ
せ
る
又
は
職
員
が
居
宅
等
へ
訪
問
し
て
指
導
訓
練
等

を
行
う

•
実
施
期
間
︓
1年

(延
長
可
)

3
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2

通
所
事
業
開
始
の
き
っ
か
け

加
算
制
度
の
改
正

•
令
和
5年

度
の
制
度
改
正
に
よ
り
通
所
事
業
実
施
の
た
め
の
要
件
が
緩
和

(定
員
の
基
準
が
5名

以
上

→
１
名
以
上
で
実
施
可
能
に
)

•
配
置
す
べ
き
専
任
ス
タ
ッ
フ
の
基
準
が
1名

以
上
に
な
り
、
実
施
の
ハ
ー
ド

ル
が
下
が
っ
た

元
入
所
者
A氏

の
入
院

•
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
入
院

•
元
々
身
寄
り
が
な
く
入
院
手
続
き
や
食
事
の
提
供
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

施
設
で
A氏

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。

4
通
所
事
業
開
始
ま
で
の
流
れ

1

A氏
（
63
歳
、
男
性
、
精
神
発
達
遅
滞
）

•
元
入
所
者
。
平
成
28
年
に
日
の
隈
寮
を
退

所
•
施
設
近
く
の
ア
パ
ー
ト
に
て
単
身
で
生
活

•
日
の
隈
寮
の
厨
房
で
雇
用
契
約
を
結
び
、

引
き
膳
の
就
労
を
さ
れ
て
い
た

•
定
期
的
な
訪
問
や
食
事
提
供
等
を
行
っ
て

い
た

5

弁
当
配
布
の
様
子

対
象
と
な
っ
た
利
用
者
に
つ
い
て

通
所
事
業
開
始
ま
で
の
流
れ

2
•
通
所
事
業
に
参
加
す
る
前
は
週
6回

の
就
労
の
内
、
2〜

３
回
は
休
ま
れ

て
い
た

•
厨
房
職
員
よ
り
衛
生
面
と
本
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
配
す
る

意
見
も
出
て
い
た
。

6

A氏
引
き
膳
の
就
労
の
様
子

就
労
で
の
問
題
点

通
所
事
業
開
始
ま
で
の
流
れ

3

ゴ
ミ
屋
敷
状
態
の
住
居

7

•
福
祉
事
務
所
か
ら
も
日
の
隈
寮
へ
再
入

所
可
能
か
と
の
問
い
合
わ
せ
が
来
て
い

た
。

•
本
人
の
意
向
は
こ
の
ま
ま
在
宅
生
活
を

継
続
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

通
所
訓
練
開
始
前
の
居
宅
の
様
子
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3

通
所
事
業
開
始
ま
で
の
流
れ

４

A氏
自
宅
の
清
掃
(入
院
中
)

8

•
令
和
5年

12
月
、
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
、
病

院
へ
救
急
搬
送
さ
れ
入
院
。

•
入
院
手
続
き
を
支
援
実
施

•
本
人
か
ら
身
元
引
受
を
依
頼
さ
れ
、
施
設
で

対
応

•
自
宅
の
清
掃
を
実
施

職
員
で
手
分
け
し
て
清
掃
・
ゴ
ミ
出
し

通
所
事
業
開
始
ま
で
の
流
れ

5
•
令
和
6年

２
月
に
退
院
。
1ヶ

月
程
一
時

入
所
を
利
用

•
引
き
続
き
支
援
が
必
要

•
令
和
6年

4月
よ
り
通
所
開
始

9

事
故
に
遭
わ
れ
入
院

本
人
へ
の
事
業
説
明
の
様
子

通
所
事
業
開
始
ま
で
の
準
備

10

通
所
事
業
を
行
っ
て
い
る
他
施
設
の
見
学

渓
泉
寮
見
学
の
様
子

•
福
祉
事
務
所
と
や
り
取
り
を
行
い
事

業
を
周
知
。

•
通
所
利
用
者
の
待
機
場
所
を
用
意
。

•
精
神
不
調
の
際
は
施
設
で
の
宿
泊
に

て 対
応
。

•
必
要
書
類
の
様
式
の
確
認
。

佐
賀
県
、
神
埼
市
へ
の
事
前
協
議

11

佐
賀
県

•事
業
の
必
要
性

•事
業
の
認
可

神
埼
市

•対
象
者
の
説
明

•4
月
1日
付
の
措
置
依
頼
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4

日
の
隈
寮
に
お
け
る
通
所
事
業
の
概
要
12

事
業
概
要
（
R６

年
4月

か
ら
開
始
）

•対
象
者
︓
日
の
隈
寮
退
所
者

•定
員
︓
４
名
（
R６

度
実
績
１
名
）

•内
容
︓
通
所
訓
練
（
週
３
回
）
、
訪
問
指
導
（
月
1〜

2回
）

昼
食
の
提
供
（
無
料
）

•職
員
を
２
名
配
置

通
所
訓
練
の
内
容

1
13

本
人
と
話
し
合
い
を
行
い
決
定 通
所
日
︓
月
・
水
・
金
（
週
３
回
）

•１
１
時
︓
来
所

•１
２
時
︓
日
の
隈
寮
厨
房
引
膳
業
務

•１
２
時
３
０
分
︓
昼
食
提
供

•１
３
時
３
０
分
︓
作
業
訓
練

訓
練
の
詳
細
を
説
明

通
所
訓
練
の
内
容

２
14

就
労
訓
練
（
厨
房
業
務
）

•日
の
隈
寮
厨
房
（
外
部
委
託
業
者
）
で

の
引
膳
業
務

•就
労
訓
練
開
始
前
に
厨
房
職
員
と
作
業

内
容
を
改
め
て
協
議

•就
労
訓
練
工
賃
︓
時
給
３
０
０
円

•A
氏
が
休
ま
れ
た
際
は
入
所
者
に
代
行
を

依
頼

日
の
隈
寮
厨
房
で
の
勤
務
の
様
子

通
所
訓
練
の
内
容

３
15

施
設
内
訓
練
（
午
後
の
作
業
）

フ
ィ
ル
タ
ー
清
掃
の
様
子

•昼
食
後
に
職
員
と
一
緒
に
実
施

•1
時
間
程
度
(工
賃
は
発
生
せ
ず
)

•作
業
内
容
︓
施
設
内
の
清
掃
、

公
用
車
の
洗
車
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
除
草
作
業
等
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5

居
宅
訪
問
の
内
容

居
宅
訪
問

16

自
宅
の
様
子
や
生
活
状
況
を
確
認
(月
1〜

2回
)

•居
宅
訪
問
︓
月
１
〜
２
回

•ア
パ
ー
ト
内
の
清
掃

•溜
ま
っ
た
ゴ
ミ
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
ビ

ン
・
缶
等
の
処
分

•ト
イ
レ
・
浴
室
の
備
品
補
充

•家
具
什
器
の
修
繕
（
網
戸
張
替
え
、

戸
車
補
修
、
電
球
交
換
）
等

居
宅
訪
問
の
様
子

ア
パ
ー
ト
の
環
境
整
備

17

網
戸
の
張
替
え

電
球
の
交
換

外
出
支
援
の
内
容

外
出
支
援

18

外
出
支
援
の
様
子

•行
先
:ス
ー
パ
ー
、
銀
行
、
散
髪
店
等

•目
的
:買
い
物
支
援
、
小
銭
の
両
替
え
、

散
髪
の
促
し

•そ
の
他
、
相
談
が
あ
る
時
や
必
要
に
応
じ

て
支
援
を
行
う

外
出
支
援
の
様
子

1

銀
行
外
出
支
援

19

数
千
枚
の
小
銭
を
両
替
え

格
安
の
散
髪
店
を
紹
介

散
髪
支
援
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6

•
通
所
回
数
︓
11
9回

•
厨
房
で
の
就
労
訓
練
︓
11
9回

•
午
後
の
施
設
内
作
業
︓
10
1回

•
訪
問
指
導
︓
24
回
(清
掃
、
ご
み
回
収
、
弁

当
配
布
)

1年
間
の
実
績

20

工
賃
支
給
の
様
子

令
和
6年

度
4月

〜
3月

ま
で
の
事
業
実
績

本
人
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ •
部
屋
が
綺
麗
な
状
態
が
維
持
で
き
て
お

り
、
感
謝
し
て
い
る
。

•
外
出
支
援
を
受
け
た
こ
と
で
買
い
物
や

散
髪
に
行
く
こ
と
が
で
き
助
か
っ
て
い

る
。

•
65
歳
ま
で
就
労
を
続
け
た
い
。

(現
在
63
歳
)

21

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
様
子

1年
間
の
通
所
訓
練
の
効
果

22

生
活
リ
ズ
ム
の
安
定

社
会
性
の
向
上

個
人
衛
生
の
改
善

福
祉
事
務
所
と
の
協
議 •
福
祉
事
務
所
に
A氏

の
１
年
間
の

経
過
を
報
告

•
A氏

の
継
続
支
援
が
必
要
な
た
め
、

通
所
期
間
の
延
長
申
請
を
行
っ
た

23
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7

ま
と
め

•
元
入
所
者
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ス
ム
ー

ズ
に
支
援
を
行
え
た

•
「
で
き
る
こ
と
」
、
「
で
き
な
い
こ

と
」
が
明
確
化
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
支

援
で
在
宅
生
活
を
継
続
で
き
た

24
今
後
の
展
望

25

•
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続
き
通
所
利
用
者
の
地
域
生

活
を
サ
ポ
ー
ト

•
通
所
事
業
の
取
り
組
み
を
福
祉
事
務
所
、
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
、
社
協
等
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
ニ
ー
ズ
を
確
保

救
護
施
設
の
存
在
意
義
(必
要
性
)を
ア
ピ
ー
ル

26

ご
清
聴

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。26
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第３分科会 
「虐待」「権利侵害」の根絶に向けた取り組みについて 
 

渓泉寮 副寮長 滝口 裕子 
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社
会

福
祉

法
人

大
分

県
社

会
福

祉
事

業
団

「
虐
待
」
「
権
利
侵
害
」
の
根
絶
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て 社

会
福

祉
法

人
大

分
県

社
会

福
祉

事
業

団

大
分

県
渓

泉
寮

副
寮

長
滝

口
裕

子

令
和
７
年
度
九
州
地
区
救
護
施
設
職
員
研
究
大
会

社
会
福
祉
法
人

大
分
県
社
会
福
祉
事
業
団
の
紹
介

■
1
9

6
7

年
（
昭

和
4

2
年

）に
大

分
県

の
委

託
を

受
け

、
事

業
開

始
。

■
2

0
0

4
年

～
2

0
0

5
年

（
平

成
1
6

～
1
7

年
）
に

か
け

て
、

公
立

民
営

か
ら

民
立

民
営

と
な

る
。

法
人

設
立

5
８

年
目

。

社
会
福
祉
法
人

大
分
県
社
会
福
祉
事
業
団
の
紹
介

■
「
救

護
施

設
」

■
「
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
」

入
所

施
設

、
在

宅
系

サ
ー

ビ
ス

、
相

談
支

援
、

児
童

福
祉

系
サ

ー
ビ

ス
、
就

労
支

援
等

。

■
「
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
」

平
成

3
0

年
度

～
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

⇒
介

護
付

き
有

料
老

人
ホ

ー
ム

「
八

つ
星

の
丘

」

開
所

。

通
所

介
護

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
を

併
設

。

大
分
県
渓
泉
寮
の
紹
介

■
定

員
１
２

０
名

■
ご

利
用

者
平

均
年

齢
６

９
歳

５
か

月

■
障

害
別

割
合

精
神

障
が

い
６

３
．
５

％

生
活

障
が

い
１
５

．
６

％

重
複

障
が

い
９

．
６

％

知
的

障
が

い
８

．
７

％

身
体

障
が

い
２

．
６

％
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社
会

福
祉

法
人

大
分

県
社

会
福

祉
事

業
団

大
分
県
渓
泉
寮
の
紹
介

■
事
業 大
分
県
渓
泉
寮
（
保
護
施
設
通
所
事
業
、
ほ
ほ
え
み
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

■
併
設
施
設
・
事
業

共
同
生
活
援
助
事
業
所
け
い
せ
ん
（
共
同
生
活
援
助
事
業
）

福
祉
農
園
ハ
イ
テ
ク

（
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援

B型
、
就
労
定
着
支
援
）

相
談
支
援
事
業
所
ほ
ほ
え
み

（
特
定
相
談
支
援
、
一
般
相
談
支
援
、
自
立
生
活
援
助
、
親
な
き
あ
と
相
談
）

け
い
せ
ん
プ
ラ
ザ

（
無
料
低
額
宿
泊
所
、
短
期
入
所
、
就
労
訓
練
事
業
、
緊
急
一
時
保
護
、

生
活
困
窮
者
等
に
対
す
る
相
談
支
援
事
業
／
お
お
い
た
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
事
業
、

日
常
生
活
支
援
住
居
施
設
）

令
和
６
年
度

「
虐
待
根
絶
」
に
関
す
る
取
組
内
容

■
法

人
全

体
で

の
取

組

①
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会

②
階
層
別
研
修
：
虐
待
防
止
・
部
落
差
別
等
、
人
権
研
修

③
支
援
力
向
上
研
修
：
強
度
行
動
障
害
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

④
「
実
践
事
例
研
修
会
」
各
所
属
で
の
取
組
内
容
の
共
有

令
和
６
年
度

「
虐
待
根
絶
」
に
関
す
る
取
組
内
容

■
大
分
県
渓
泉
寮
で
の
取
組

①
研
修
内
容

虐
待
防
止
、
人
権
、
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ

②
勉
強
会

③
虐
待
防
止
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

④
虐
待
防
止
ア
ン
ケ
ー
ト

「
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
」
で
の
取
組
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社
会

福
祉

法
人

大
分

県
社

会
福

祉
事

業
団

令
和
６
年
度

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
で
の
取
組
に
つ
い
て

■
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
及
び
検
証

②
会
議
等
で
の
「
ス
ピ
ー
チ
」

〇
内

容
虐
待
防
止
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
身

の
経
験
や
考
え
を
交
え
た
ス
ピ
ー
チ

〇
効

果
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
意
識
改
革
、
自

己
研
鑽
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
視
点
の
活
性

化
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
等
。

※
令
和
６
年
１
２
月
ま
で

延
べ
３
６
０
名
実
施
。
（
法
人
内
）

３
４
名
実
施
。
（
渓
泉
寮
）

各
種
委
員
会
（
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
）
に

つ
い
て

■
平
成
２
１
年
に
発
足

■
生
涯
に
わ
た
っ
て
志
の
高
い
、
福
祉
人
と
し
て
生
き
る

誇
り
の
あ
る
事
業
団
職
員
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
当
面
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
、
意
識
改
革
や

支
援
ス
キ
ル
向
上
を
図
る
た
め
、
あ
る
い
は
事
業
団
の

情
報
の
発
信
の
た
め
、
各
種
の
委
員
会
を
設
置
す
る
。

（
「
職
員
育
成
各
種
委
員
会
設
置
要
綱
」
よ
り
）

令
和
６
年
度

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
で
の
取
組
に
つ
い
て

■
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
及
び
検
証

①
「
職
員
行
動
規
範
」
の
チ
ェ
ッ
ク

②
会
議
等
で
の
「
ス
ピ
ー
チ
」

③
小
グ
ル
ー
プ
で
の
「
勉
強
会
」

④
「
不
適
切
な
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
の
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
事
例
報
告
書
」

■
ご
利
用
者
・
ご
家
族
・
職
員
の
満
足
度
の
向
上

①
ご
利
用
者
・
ご
家
族
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

②
各
所
属
に
お
け
る
課
題
改
善
に
対
す
る
効
果
測
定

令
和
６
年
度

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
で
の
取
組
に
つ
い
て

■
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
及
び
検
証

①
「
職
員
行
動
規
範
」
の
チ
ェ
ッ
ク
（
年
３
回
実
施
）

〇
項
目
内
容

１
支
援
に
あ
た
っ
て
の
職
員
と
し
て
の
態
度

１
６
項
目

２
ご
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
尊
重

５
項
目

３
ご
利
用
者
の
自
己
決
定
と
意
思
の
尊
重

５
項
目

４
ご
利
用
者
の
生
活
環
境
の
保
障

２
項
目

※
全
２
８
項
目

※
法
人
内
全
職
員
実
施
。
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社
会

福
祉

法
人

大
分

県
社

会
福

祉
事

業
団

令
和
６
年
度

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
で
の
取
組
に
つ
い
て

■
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
及
び
検
証

③
小
グ
ル
ー
プ
で
の
勉
強
会

〇
内
容

・
「
行
動
規
範
チ
ェ
ッ
ク
」
の
振
り
返
り

・
「
障
害
者
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
障
害
者
虐
待
の
防

止
と
対
応
の
手
引
き
」
の
確
認

※
「
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
障
害
者
虐

待
類
型
（
例
）
」
の
読
み
合
わ
せ

身
体
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、

放
棄
・
放
置
、
経
済
的
虐
待

令
和
６
年
度

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
で
の

取
組
に
つ
い
て

■
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
及
び
検
証

③
小
グ
ル
ー
プ
で
の
勉
強
会

〇
職
員
の
気
づ
き

「
心
理
的
虐
待
」
に
お
け
る
、
支
援
者
側
の
無
意
識

で
無
自
覚
な
言
動
が
虐
待
に
つ
な
が
る
可
能
性
の

気
づ
き

→
障
害
者
の
意
欲
や
自
立
心
を
低
下
さ
せ
る
行
為

→
交
換
条
件
の
提
示

令
和
６
年
度

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
で
の

取
組
に
つ
い
て

■
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
及
び
検
証

④
「
不
適
切
な
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
の

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
報
告
書
」
の
取
組
み

〇
内
容

普
段
、
使
用
し
て
い
る
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
（
気
づ
き
）
事
例
報
告
書
」
に
、

「
適
切
な
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
」
に
、
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
っ
た

『
虐
待
』
に
つ
い
て
分
類
し
て
記
入
し
、
防
止
策
を
考
え
た
。

〇
実
施
方
法

「
勉
強
会
」
で
、
「
虐
待
類
型
」
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、
上
記
様
式
を

活
用
し
て
作
成
し
た
。

※
令
和
６
年
度

７
３
件
作
成
。
（
法
人
内
）

９
件
作
成
。
（
渓
泉
寮
）

令
和
６
年
度

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
で
の

取
組
に
つ
い
て

■
ご
利
用
者
・
ご
家
族
・
職
員
の
満
足
度
の
向
上

①
ご
利
用
者
・
ご
家
族
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

②
各
所
属
に
お
け
る
課
題
改
善
に
対
す
る
効
果
測
定

〇
内
容

１
０
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
。

・
職
員
の
言
葉
遣
い
や
態
度
、
対
応
、
身
だ
し
な
み

へ
の
配
慮
、
情
報
提
供
等
。

※
渓
泉
寮
は
、
ご
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
。
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社
会

福
祉

法
人

大
分

県
社

会
福

祉
事

業
団

「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
研
修
」
の
実
施

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

■
「
人
権
・
虐
待
防
止
に
つ
い
て
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）
」

■
内
容

①
参
加
人
数

３
名
を
１
グ
ル
ー
プ
と
し
た
。

②
役
割
分
担

A 
利
用
者
、

B 
職
員
、

C 
観
察
者

③
性
格
等

A 
利
用
者

内
向
的
性
格
。
嫌
な
思
い
を
我
慢
す
る
。

B 
職
員

一
生
懸
命
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
考
え

て
い
る
。
や
や
独
り
よ
が
り
な
気
質
。
普
段
は

丁
寧
だ
が
、
余
裕
が
な
く
な
る
と
平
口
に
な
る
。

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

④
場
面
設
定

・
場

所
食
堂
（
他
に
、
ご
利
用
者
、
職
員
が
居
る
）

・
ご
利
用
者

A
便
で
衣
類
が
汚
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
食
堂
に
居
た
。

排
便
障
が
い
が
あ
り
、
排
便
が
な
い
こ
と
に
苦
し
ん
で
い
る
。
内
向
的
で

あ
り
、
職
員
に
対
し
苦
情
が
言
え
な
い
。

・
職
員

B
ご
利
用
者

A様
に
対
し
、
平
口
で
、
大
き
な
声
で
便
で
衣
類
が
汚
れ
て
い

る
の
で
更
衣
す
る
よ
う
伝
え
る
。

⑤
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
実
施
後
の
話
し
合
い

・
ご
利
用
者

A

職
員

Bか
ら
の
声
か
け
で
、
ど
の
く
ら
い
人
格
否
定
さ
れ
た
か
等
、
受
け
た
気
持
ち
を
発

表
す
る
。

・
職
員

B

本
来
、
ど
う
す
べ
き
だ
っ
た
か
、
ま
た
、
職
員

Bが
こ
の
よ
う
な
言
動
に
な
っ
た
理
由
に

つ
い
て
発
表
す
る
。

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

■
ご
利
用
者

A役
感
想

・
皆
の
前
で
恥
ず
か
し
い
。
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
周
り
の
目
が
気
に
な
る
。

・
大
き
な
声
で
声
か
け
さ
れ
た
こ
と
に
驚
き
、
怖
か
っ
た
。

・
何
か
言
お
う
と
し
て
も
、
言
え
る
隙
が
な
い
程
、
声
か
け
さ
れ
た
。

■
職
員

B役
意
見

・
一
生
懸
命
に
な
り
す
ぎ
て
、
配
慮
が
足
ら
な
く
な
っ
た
と
思
う
。

・
更
衣
さ
せ
な
い
と
、
と
一
方
的
に
必
死
に
な
っ
た
と
思
う
。

・
食
事
の
準
備
、
服
薬
支
援
等
も
あ
り
、
心
の
余
裕
が
な
く
な
り
、
強
い
口
調
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

■
観
察
者

C
意
見

・
他
の
ご
利
用
者
に
も
気
を
遣
え
る
よ
う
に
し
た
方
が
良
い
。
「
心
理
的
虐
待
」

に
繫
が
る
。

・
周
り
の
ご
利
用
者
が
「
自
分
も

Aさ
ん
の
よ
う
に
さ
れ
る
か
も
。
」
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
と
思
っ
た
。
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社
会

福
祉

法
人

大
分

県
社

会
福

祉
事

業
団

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

■
効
果
・
考
察

①
言
わ
れ
た
ご
利
用
者
の
気
持
ち
を
「
体
感
」
し
、

同
様
な
場
面
で
の
再
発
防
止
に
つ
な
が
る
。

職
員
が
自
主
的
に
気
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
言
っ
た
職
員
の
気
持
ち
を
「
想
像
」
し
て
場
面
の

状
況
を
分
析
し
、
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
観
察
者
は
、
そ
の
場
に
い
な
い
「
周
り
の
ご
利
用

者
」
へ
の
影
響
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
と
め

・
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
何
が
「
虐
待
」
に
あ
た
る
の
か
、

共
通
認
識
を
も
つ
こ
と
が
大
切
。

・
「
気
づ
き
」
を
共
有
で
き
る
職
場
づ
く
り
が
不
可
欠
。

令
和
７
年
度
は
、
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
（
気
づ
き
）
事
例
報
告

書
」
の
積
極
的
な
提
出
及
び
改
善
へ
の
取
組
み
を
促
進
し
、

気
づ
き
を
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
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第３分科会 

「虐待・権利侵害の根絶に向けた取り組み」 
 

清風園 介護職員 甲斐 悠矢 
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『
虐

待
・
権

利
侵

害
の

根
絶
に

向
け

た
取
り

組
み

』

昭
和

３
５

年
救

護
施

設
和

光
園

（
定

員
５

０
名

）
を

開
設

昭
和

３
９

年
救

護
施

設
清

風
園

（
定

員
５

０
名

）
を

受
託

宮
崎

県
社

会
福

祉
事

業
団

救
護

施
設

清
風

園
支

援
員

甲
 斐

  悠
 矢

第
48

回
九

州
地

区
救

護
施

設
職

員
研

究
大

会
第

3分
科

会
宮

崎
県

社
会

福
祉

事
業

団
に

つ
い

て
≪

戦
後

の
社

会
福

祉
≫

1
9
4
5
年

終
戦

1
9
4
6
年

G
H
Q
に
よ
り

、
公

的
扶
助
4
原

則
（
無
差
別

平
等
、
公
私

分
離
、
救

済
の
国
家
責
任

、
必
要
な
救
済

を
充
足
）
が
示

さ
れ
、
（

旧
）
生
活
保
護

法
が
制
定
。

1
9
4
7
年

日
本
国
憲

法
公
布

児
童
福
祉

法
の
制
定

※
戦
災
孤
児
の

救
済

※
学
校
教
育

法
の
制
定
（
現

在
の
特
別
支
援

学
校
含
む
）

1
9
4
8
年

G
H
Q
は
、
傷

痍
軍

人
も
対
象
と

な
る
身
体

障
害
者
福
祉

法
の
制
定

に
難
色
。

～
世
界
人

権
宣
言
～

1
9
4
9
年

身
体
障
害

者
福
祉
法

1
9
5
0
年

精
神
衛
生

法
※
精
神
保

健
福
祉
法
（
1
9
9
5
年
改
正
）

（
新
）

生
活
保
護
法

1
9
5
1
年

社
会
福
祉

事
業
法

※
社
会

福
祉
法
（
2
0
0
0
年
改
正
）

1
9
6
0
年

精
神
薄
弱

者
福
祉
法
（
知

的
障
害
者
福
祉

法
）

1
9
6
3
年

老
人
福
祉
法

1
9
6
4
年

母
子
福
祉

法
（
母
子
及
び

父
子
並
び
に
寡

婦
福
祉
法
）

≪
宮

崎
県

社
会

福
祉

事
業

団
と

清
風

園
≫

1
9
5
9
年

宮
崎
県

社
会
福
祉
事

業
団
が
、
宮
崎

県
の
支
援
を
受

け
て

設
立
。

1
9
6
0
年

救
護
施

設
和
光
園
 
（
定

員
５
０
名

）
を
開
園

1
9
6
4
年

緊
急
救

護
施
設
県
立

清
風
園
を
救
護

施
設
に
変
更
し

受
託

（
救
護

施
設
和
光
園

は
知
的
障
害
者

援
護
施
設
に
変

更
）

⬇

県
立
施
設
の

経
営
受
託
が

増
え
て
い
っ
た
。

2
0
0
6
年

宮
崎
県

の
公
社
等
改

革
に
よ
り
、
全

て
の
施
設
は
譲

渡
さ
れ
、

現
在
は

宮
崎
県
社
会

福
祉
事
業
団
が

運
営
。

鬼 の 洗 濯 板 ( 宮 崎 市 )

救
護

施
設

清
風

園
の

概
要

に
つ

い
て

経
営

主
体

社
会

福
祉

法
人

宮
崎

県
社
会

福
祉

事
業
団

〇
障

害
児

・
者

支
援

施
設

（
3
か

所
）

〇
児

童
養

護
施

設
（

1
か

所
）

〇
知

的
障

害
者

支
援

施
設

（
1
か

所
）

〇
救

護
施

設
（

1
か

所
）

〇
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

（
2
か

所
）

〇
軽

費
老

人
ホ

ー
ム

（
1
か

所
）

〇
養

護
老

人
ホ

ー
ム

（
1
か

所
）

〇
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

（
1
か

所
）

〇
み

や
ざ

き
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

 
〇

発
達

障
害

者
支
援

セ
ン

タ
ー

（
3
か

所
）

受
託

開
始

1
9
6
4
年
４

月
1
日

定
員

５
０

名
※

取
扱

定
員

５
５

名
（

内
１

名
分

は
、

緊
急

対
応

と
し

て
空

床
と

し
て

い
る

）

実
施

事
業

➀
入

所
事

業
、

②
保

護
施

設
通

所
事

業
、

③
ホ

ー
ム

レ
ス

一
時

保
護

事
業

、
④

Ｄ
Ｖ

等
一

時
保

護
練

事
業

、

 
➄

救
護
施

設
居

宅
生

活
訓

練
事

業
、

⑥
就

労
訓

練
事

業
（

計
６

事
業

）

サ ン メ ッ セ 日 南 ( 日 南 市 )

救
護

施
設

清
風

園
の

利
用

者
状

況
に

つ
い

て

年
齢

状
況

障
害

状
況

在
所

期
間

区
分

20
歳

未
満

20
〜

29
30

〜
39

40
〜

49
50

〜
59

60
〜

69
70

歳
以

上
計

平
均

年
齢

男
0

0
0

0
4

9
20

33
69

.7
女

0
0

0
0

2
7

8
17

68
.4

計
0

0
0

0
6

16
27

50
69

.3
（

小
数

第
2位

切
り

捨
て

）

区
分

身
体

知
的

精
神

重
複

障
害

な
し

計
知

・
身

身
・

精
知

・
精

身
・

知
・

精

男
2

7
11

1
0

0
0

12
33

女
0

5
9

0
1

2
0

0
17

計
2

12
20

1
1

2
0

12
50

区
分

5年
未

満
5〜

９
年

10
〜

14
年

15
〜

19
年

20
年

〜
24

年
25

年
以

上
計

平
均

期
間

男
15

7
4

1
1

5
33

12
.0

 
女

6
1

1
2

2
5

17
16

.6
計

21
8

5
3

3
10

50
13

.6
（

小
数

第
2位

切
り

捨
て

）

高 千 穂 峡 ( 西 臼 杵 郡 高 千 穂 町 )
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法
整

備
と

制
度

の
充

実

≪
世

界
人

権
宣

言
≫

世
界

人
権

宣
言

は
、

基
本

的
人

権
尊

重
の

原
則

を
定

め
た

、
初

の
国

際
的

に
人

権
保

障
の

目
標

や
基

準
を

う
た

っ
た

も
の

。
≪

日
本

国
憲

法
≫

第
３

章
「

国
民

の
権

利
及

び
義

務
」

（
10

〜
40

条
）

条
文

≪
生

活
保

護
法

≫
日

本
国

憲
法

第
25

条
の

「
生

存
権

」
の

理
念

に
基

づ
い

た
法

律
≪

障
害

者
権

利
条

約
≫

障
害

者
の

人
権

及
び

基
本

的
自

由
の

享
有

を
確

保
し

、
障

害
者

の
固

有
の

尊
厳

の
尊

重
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
 ・

 2
0

1
1

年
 障

害
者

基
本

法
の

改
正

・
2

0
1

2
年

 障
害

者
総

合
支

援
法

、

  
 ・

2
0

1
3

年
 障

害
者

虐
待

防
止

法
、

障
害

者
差

別
解

消
法

   
   

 
➤

20
06

年
 国

連
採

択
、

20
07

年
 日

本
署

名
〜

国
内

法
整

備
〜

20
14

年
 批

准

施
設

内
虐

待
に

つ
い

て
（

高
齢

者
虐
待

）

令
和

４
年

度
「

高
齢

者
虐

待
の

防
止

、
高

齢
者

の
養

護
者

に
対

す
る

支
援

等
に

関
す

る
法

律
」

に
基

づ
く

対
応

状
況

等
に

関
す

る
調

査
結

果
（

厚
生

労
働

省
Pr

es
s R

el
ea

se
よ

り
）

 

■
養

介
護

施
設

従
事

者
等

（
※

）
に

よ
る

虐
待

 
※

介
護

老
人

福
祉

施
設

、
居

宅
サ

ー
ビ

ス
事

業
等

の
業

務
に

従
事

す
る

者
 

○
相

談
・

通
報

件
数

は
、

2,
79

5件
（

対
前

年
度

40
5件

(1
6.

9%
)増

）
。

※
過

去
最

多
で

2年
連

続
増

加
 

虐
待

判
断

件
数

は
、

85
6件

（
対

前
年

度
11

7件
(1

5.
8%

)増
）

。
※

過
去

最
多

で
2年

連
続

増
加

 
○

相
談

・
通

報
者

の
内

訳
は

、
当

該
施

設
職

員
（

27
.6

％
）

が
最

も
多

く
、

当
該

施
設

管
理

者
等

（
15

.9
％

）
、

家
族

・
親

族
（

15
.5

％
）

の
順

。
 

○
虐

待
の

種
別

は
、

身
体

的
虐

待
（

57
.6

％
）

が
最

も
多

く
、

心
理

的
虐

待
（

33
.0

％
）

、
介

護
等

放
棄

（
23

.2
％

）
、

経
済

的
虐

待
（

3.
9％

）
、

性
的

虐
待

（
3.

5％
）

の
順

。
 

○
虐

待
の

発
生

要
因

は
、

教
育

・
知

識
・

介
護

技
術

等
に

関
す

る
問

題
（

56
.1

％
）

が
最

も
多

く
、

職
員

の
ス

ト
レ

ス
や

感
情

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

の
問

題
（

23
.0

％
）

、
虐

待
を

助
長

す
る

組
織

風
土

や
職

員
間

の
関

係
の

悪
さ

、
管

理
体

制
等

（
22

.5
％

）
の

順
。

 
○

施
設

・
事

業
所

の
種

別
は

、
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

（
32

.0
％

）
が

最
も

多
く

、
有

料
老

人
ホ

ー
ム

（
25

.8
％

）
、

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

（
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

）
（

11
.9

％
）

の
順

。
 

○
虐

待
等

に
よ

る
死

亡
事

例
は

、
8件

（
8人

）
。

 

照 葉 大 橋 ( 東 諸 県 郡 綾 町 )

施
設

内
虐

待
に

つ
い

て
（

障
が

い
者

虐
待

）
令

和
４

年
度

障
害

者
虐

待
対

応
状

況
調

査
＜

障
害

者
福

祉
施

設
従

事
者

等
に

よ
る

障
害

者
虐

待
＞

（
厚

生
労

働
省

資
料

よ
り

）

近
年

、
高

齢
者

・
障

が
い

者
と

も
に

、
福

祉
施

設
の

職
員

に
よ

る
虐

待
事

案
は

増
加

傾
向

！

青 島 ( 宮 崎 市 )

施
設

内
虐

待
の

主
な

要
因

の
整

理

１
．

職
員

へ
の

教
育

の
不

足
や

、
職

員
の

知
識

や
技

術
の

不
足

２
．

職
員

の
ス

ト
レ

ス
や

、
感

情
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

３
．

倫
理

観
や

理
念

の
欠

如

４
．

運
営

体
制

や
組

織
風

土
の

問
題

５
．

人
手

不
足

や
業

務
の

多
忙

さ

６
．

施
設

の
閉

鎖
性

や
外

部
監

視
の

不
足

な
ど

上
記

の
様

々
な

要
因

が
、

単
独

ま
た

は
複

雑
に

絡
み

合
う

こ
と

で
、

虐
待

が
発

生
す

る
。

西 都 原 古 墳 群 ( 西 都 市 )
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法
人

理
念

と
職

員
倫

理
綱

領

法
人

理
念

の
浸

透
と

施
設

職
員

と
し

て
の

倫
理

感
が

薄
れ

る
こ

と
を

防
ぐ

目
的

。

職
員

倫
理

綱
領

を
、

毎
朝

の
申

し
送

り
の

最
後

に
、

当
番

の
職

員
が

音
読

し
、

「
本

日
も

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
」

の
号

令
で

1日
の

業
務

開
始

！

理
念

職
員

倫
理

綱
領

都 井 岬 ( 日 南 市 )

清
風

園
の

行
動

規
範

日
常

的
に

使
用

し
て

い
る

職
員

必
携

は
、

目
に

付
き

や
す

い
！

各
年

度
、

「
清

風
園

職
員

必
携

」
を

更
新

し
、

法
人

の
経

営
方

針
か

ら
清

風
園

の
管

理
規

程
、

年
間

事
業

計
画

、
利

用
者

情
報

、
各

種
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

綴
じ

て
全

職
員

へ
配

布
し

て
い

る
。

そ
の

中
に

、
「

法
人

理
念

」
「

職
員

倫
理

綱
領

」
「

清
風

園
職

員
行

動
規

範
」

「
利

用
者

支
援

の
原

則
」

「
全

救
協

の
救

護
施

設
の

基
本

理
念

と
実

践
目

標
」

を
綴

じ
て

お
り

、
日

頃
か

ら
人

権
擁

護
に

関
し

て
、

業
務

の
中

で
目

に
触

れ
や

す
く

し
て

い
る

。

職
員

行
動

規
範

鵜 戸 神 宮 ( 日 南 市 )

入
職

時
の

誓
約

書

「
利

用
者

支
援

の
原

則
」

に
つ

い
て

は
、

採
用

時
に

法
人

の
権

利
擁

護
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

説
明

し
、

人
権

侵
害

行
為

を
行

わ
な

い
旨

の
誓

約
書

を
交

わ
し

て
い

る
。

労
働

条
件

通
知

書
ま

た
は

労
働

契
約

と
共

に
施

設
と

法
人

で
保

管
し

て
い

る
。

飫 肥 城 ( 日 南 市 )

毎
月

の
チ

ェ
ッ
ク

リ
ス

ト

職
員

の
自

己
チ

ェ
ッ

ク
！

毎
月

、
人

権
擁

護
に

係
る

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

職
員

個
々

人
が

記
載

し
、

人
権

担
当

者
へ

提
出

す
る

。
役

付
き

職
員

は
、

職
員

と
利

用
者

に
対

し
、

「
目

配
り

・
気

配
り

・
心

配
り

」
を

常
と

し
て

い
る

た
め

、
疑

義
が

生
じ

た
場

合
は

、
個

別
に

面
談

し
、

必
要

な
場

合
は

指
導

を
行

っ
て

い
る

。

ク ル ス の 海 ( 日 向 市 )
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人
権

月
間

（
９

月
・

２
月

）

当
法

人
で

は
、

９
月

を
人

権
啓

発
の

強
化

月
間

と
し

て
お

り
、

施
設

長
が

全
利

用
者

及
び

全
職

員
と

の
人

権
に

係
る

聞
き

取
り

の
面

談
を

実
施

。
（

２
月

に
お

い
て

も
利

用
者

及
び

職
員

と
の

面
談

を
実

施
。

）
☞

面
談

で
は

、
「

人
権

擁
護

に
係

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

」
と

の
整

合
性

を
確

認
。

≪
９

月
を

人
権

啓
発

の
強

化
月

間
≫

法
人

…
全

職
員

に
標

語
・

ポ
ス

タ
ー

募
集

。
受

賞
作

品
を

ポ
ス

タ
ー

に
し

、
全

施
設

に
て

玄
関

や
職

員
室

に
掲

示
）

。
受

賞
者

は
、

１
２

月
の

創
立

記
念

式
典

で
表

彰
さ

れ
る

。
清

風
園

…
利

用
者

か
ら

標
語

を
募

集
し

、
受

賞
作

品
を

食
堂

へ
掲

示
。

受
賞

者
は

年
度

末
に

表
彰

。

【
令

和
６

年
度

受
賞

作
品

】
・

お
も

い
や

る
心

、
今

日
も

皆
さ

ん
が

笑
顔

に
な

れ
ま

す
よ

う
に

（
５

３
歳

男
性

）
・

食
べ

な
が

ら
健

康
第

一
(７

５
歳

男
性

）
・

み
ん

な
で

仲
良

く
、

あ
い

さ
つ

を
！

（
７

８
歳

男
性

）

人
権

研
修

人
権

擁
護

推
進

委
員

会
に

て
人

権
研

修
の

テ
ー

マ
を

決
め

、
毎

月
の

職
員

会
で

研
修

実
施

。

【
人

権
推

進
委

員
会

】
職 員 会 議 職 員 研 修

実
施

月
内

容
実

施
月

内
容

４
月

・
差

別
的

な
言

葉
や

表
現

に
つ

い
て

・
多

様
性

に
つ

い
て

（
情

報
）

１
０

月
・

LG
BT

研
修

会
（

復
命

）

５
月

・
な

ぜ
虐

待
が

起
き

る
の

か
・

“子
持

ち
様

”に
つ

い
て

（
情

報
）

１
１

月
・

発
達

障
害

に
つ

い
て

６
月

・
性

の
多

様
性

に
つ

い
て

・
障

害
者

侮
辱

（
裁

判
判

例
情

報
）

１
２

月
・

自
殺

に
関

わ
る

人
権

に
つ

い
て

７
月

・
人

権
侵

害
及

び
不

適
切

支
援

の
有

無
及

び
発

生
状

況
報

告
（

課
題

）
１

月
・

利
用

者
標

語
選

定
・

ア
イ

ヌ
の

人
権

問
題

（
情

報
）

８
月

・
人

権
強

化
月

間
に

向
け

て
の

確
認

２
月

・
DV

「
男

性
被

害
」

に
つ

い
て

９
月

・
障

害
者

差
別

根
絶

啓
発

強
化

検
討

（
閣

僚
会

議
資

料
）

３
月

・
人

権
相

談
所

開
設

（
宮

崎
地

方
法

務
局

等
４

名
訪

問
）

最
後

に
・

・
・

≪
虐

待
に

係
る

事
案

発
生

時
の

対
応

（
例

）
≫

１
．

利
用

者
の

安
全

確
保

２
．

事
実

確
認

（
職

員
及

び
利

用
者

）
３

．
本

人
・

相
手

へ
の

個
別

聴
取

４
．

事
実

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
関

係
機

関
へ

報
告

（
発

生
時

に
通

報
し

て
い

る
場

合
は

経
過

報
告

）
５

．
法

人
本

部
で

懲
罰

委
員

会
の

設
置

（
規

定
）

６
．

判
定

（
顧

問
弁

護
士

等
の

有
識

者
へ

の
処

分
の

量
定

確
認

・
相

談
）

７
．

再
発

防
止

の
措

置
８

．
経

過
観

察

宮 崎 県 庁 ( 宮 崎 市 )

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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第４分科会 

 新しい生活様式で豊かな園生活を送るために 
 

よみたん救護園 生活指導員 宮里 健太 

管理栄養士 吉田 萌々 
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20
25

/6
/2

3 1

新
し
い
生
活
様
式
で
豊
か
な

園
生
活
を
送
る
た
め
に

救
護

施
設

よ
み

た
ん

救
護

園
生

活
指

導
員

宮
里

健
太

管
理

栄
養

士
吉

田
萌

々

沖
縄

県
の

中
部

に
位

置
す

る
読

谷
村

に
あ

る
。

そ
の

読
谷

村
は

、
面

積
３

５
．

２
８

㎢
人

口
：

約
4
2
,
0
0
0
人

と
日

本
で

一
番

人
口

の
多

い
村

と
し

、
東

シ
ナ

海
を

眼
下

に
望

む
場

所
に

あ
り

ま
す

。

当
園

利
用

者
の

年
齢

構
成

最
高

・
最

少
年

齢
4
1
歳

男
性

最
少

年
齢

9
1
歳

男
性

最
高

年
齢

4
8
歳

女
性

最
少

年
齢

9
7
歳

女
性

最
高

年
齢

令
和

７
年

４
月

１
日

現
在

男 女 計

比
率

5
9

2
0

２
０

歳
未

満

2
9

～

4
9

3
0

～

９
２

７
１

.３

平
均

年
齢

５
１

６
７

.０

４
１

６
６

.０

計
７

０
歳

以
上

５
３

２
８

6
4

５ １
２

２
５

７

１
５４～

～4
0

5
0

～ ４
１

１

6
5

3
9

１

８４

４

８
.６

%

０
０

6
9

6
0

～

１
６

.３
%

４
.３

%

３

０

区
分

性
別

0
%

１
３

%
１

０
０

%
５

７
.８

%

０
０

０

0
%

０

０

0
%０

排
泄

立
ち

上
が

り
起

座
食

事
利 用 者 数

全 面
介 助

一 部
介 助

自 立
全 面

介 助
一 部

介 助
自 立

全 面
介 助

一 部
介 助

自 立
全 面

介 助
一 部

介 助
自 立

8
 

1
7
 

5
7
 

2
 

4
 

8
6
 

2
 

2
 

8
8
 

3
 

3
4
 

5
5
 

9
2
 

実
数

(人
)

9
%

1
8
%

6
2
%

2
%

4
%

9
3
%

2
%

2
%

9
6
%

3
%

3
7
%

6
0
%

割
合

(％
)

体
位

交
換

歩
行

入
浴

着
脱

衣
利 用 者 数

全 面
介 助

一 部
介 助

自 立
全 面

介 助
一 部

介 助
自 立

全 面
介 助

一 部
介 助

自 立

全 面 介
助

一 部
介 助

自 立

2
 

3
 

8
7
 

1
3
 

9
 

7
0
 

3
 

4
1
 

4
8
 

3
 

2
9
 

6
0
 

9
2
 

実
数

(人
)

2
%

3
%

9
5
%

1
4
%

1
0
%

7
6
%

3
%

4
5
%

5
2
%

3
%

3
2
%

6
5
%

割
合

(％
)

当
園

利
用

者
の

日
常

生
活

の
動

作
状

況
令

和
７

年
４

月
１

日
現

在
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20
25

/6
/2

3 2

当
園

が
行

っ
て

い
る

日
課

活
動

①
日

課
活

動
紹

介
♪

講
師

の
皆

様
に

も
ご

協
力

を
頂

き
な

が
ら

活
動

し
て

い
ま

す
。

農
耕

園
芸

創
作

活
動

生
け

花

当
園

が
行

っ
て

い
る

日
課

活
動

②

陶
芸

教
室

療
育

音
楽

体
幹

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ズ
ン

バ

Ｐ
Ｔ

リ
ハ

ビ
リ

訓
練

他
、

フ
ッ

ト
ケ

ア
マ

ッ
サ

ー
ジ

課
題

・
・
・

人
が

多
す

ぎ
て

参
加

し
ず

ら
い

。
少

人
数

で
の

活
動

に
参

加
し

た
い

。
参

加
し

た
い

と
思

う
活

動
が

な
い

。
地

域
に

出
て

活
動

し
た

い
。

『
利

用
者

の
本

音
』
？

『
職

員
の

本
音

』
？

コ
ロ

ナ
時

期
か

ら
活

動
が

減
っ

た
為

、
利

用
者

の
体

力
、

筋
力

、
気

力
等

低
下

し
て

い
る

。
利

用
者

の
参

加
意

欲
が

低
下

し
た

。
職

員
数

に
欠

員
が

あ
る

為
十

分
に

活
動

参
加

が
出

来
な

い
。

近
隣

の
精

神
科

病
院

が
な

い
為

デ
イ

ケ
ア

に
通

え
な

い
。

利
用

者
が

地
域

移
行

を
億

劫
と

し
て

い
る

。

利
用

者
が

日
々

の
楽

し
み

を
み

つ
け

、
生

き
が

い
を

感
じ

れ
る

社
会

資
源

で
活

用
で

き
る

場
所

は
な

い
か

・
・
・

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー
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利
用

者
が

地
域

に
出

て
、

体
を

動
か

し
、

創
作

的
活

動
、

生
産

活
動

に
参

加
す

る
こ

と
で

社
会

と
の

繋
が

り
を

深
め

、
生

き
が

い
を

感
じ

て
ほ

し
い

！

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

と
は

当
園

利
用

者
が

通
所

し
て

い
る

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

※
各

事
業

所
の

Ｈ
Ｐ

よ
り

抜
粋

し
掲

載
し

て
い

ま
す

。

ケ
ー

ス
１

：
対

人
関

係
が

不
安

な
利

用
者

●
氏

名
Ｎ

・
Ｔ

様
女

性
6
3
歳

●
体

重
4
4
.5

ｋ
ｇ

B
M

I
2
0
.2

3
普

通

●
活

動
性

対
人

関
係

や
体

調
不

良
に

よ
り

不
安

発
作

あ
り

●
既

往
歴

膀
胱

脱

●
現

病
歴

前
頭

側
頭

型
認

知
症

・
パ

ニ
ッ

ク
症

候
群

当
園

利
用

者
が

参
加

し
た

ア
ー

ト
作

品
集

♪
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ケ
ー

ス
2
：

活
動

性
が

極
端

に
少

な
い

利
用

者

●
氏

名
Ｍ

・
Ｓ

様
男

性
7
4
歳

●
体

重
6
9
.1

ｋ
ｇ

B
M

I
2
5
.5

4
普

通

●
活

動
性

居
室

に
い

る
時

間
が

長
く
、

活
動

性
が

低
い

●
既

往
歴

高
血

圧

●
現

病
歴

高
次

脳
機

能
障

害

★
1
1
：
3
0
か

ら
の

活
動

★
利

用
者

全
員

で
室

内
清

掃
掃

除
機

で
マ

ッ
ト

掃
除

・
テ

ー
ブ

ル
や

椅
子

の
拭

き
上

げ
等

を
行

っ
て

も
ら

っ
て

い
ま

す
。

ク
リ

ス
マ

ス
・
忘

年
会

室
内

ゴ
ル

フ
の

レ
ク

で
的

を
と

ら
え

た
り

、
バ

イ
キ

ン
グ

形
式

で
用

意
し

た
食

事
を

皆
さ

ん
と

楽
し

み
ま

し
た

。

ス
ッ

パ
イ

マ
ン

工
場

見
学

糸
満

ま
で

の
遠

出
で

し
た

が
利

用
者

の
皆

さ
ん

と
一

日
、

外
出

活
動

を
楽

し
ん

で
い

ま
し

た
。

月
1
開

催
の

折
り

紙
教

室
指

先
を

器
用

に
動

か
し

参
加

し
て

い
ま

す
。

日
々

の
楽

し
み

を
見

つ
け

る
為

の
行

事
収
穫
祭
「
レ
タ
ス
で
ス
ム
ー
ジ
ー
」

収
穫
祭
「
き
ゅ
う
り
で
色
ん
な
味
付
け
」

収
穫
祭
「
す
い
か
割
り
を
楽
し
む
」

日
々

の
楽

し
み

を
見

つ
け

る
為

の
行

事
「
秋
桜
畑

」

「
初
詣
」

「
綿
あ
め
パ
ー
テ
ィ
ー
」

「
Ｋ
Ｆ
Ｃ
」

「
バ
ザ
ー
タ
イ
ム
」

「
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
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地
域

と
の

交
流

結
果

・
・
・

人
が

多
す

ぎ
て

参
加

し
ず

ら
い

。

⇒
多

く
の

行
事

を
開

催
す

る
こ

と
で

楽
し

み
が

み
つ

け
ら

れ
た

。

少
人

数
で

の
活

動
に

参
加

し
た

い
。

⇒
綿

あ
め

パ
ー

テ
ィ

ー
、

た
こ

焼
き

パ
ー

テ
ィ

ー
等

に
参

加
す

る
こ

と
が

出
来

た
。 参

加
し

た
い

と
思

う
活

動
が

な
い

。

⇒
色

々
な

行
事

、
活

動
、

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

の
情

報
を

知
る

こ
と

で

参
加

し
た

い
と

思
う

よ
う

に
な

っ
た

。

地
域

に
出

て
活

動
し

た
い

。

⇒
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
か

ら
、

就
労

継
続

支
援

事
業

所
Ｂ

型
通

所
を

目

標
と

し
た

い
。

『
利

用
者

の
本

音
』
？

結
果

・
・
・

『
職

員
の

本
音

』
？

コ
ロ

ナ
時

期
か

ら
活

動
が

減
っ

た
為

、
利

用
者

の
体

力
、

筋
力

、
気

力
等

低
下

し
て

い
る

。

⇒
色

々
な

行
事

を
開

催
す

る
こ

と
で

職
員

も
利

用
者

と
共

に
楽

し
み

、
利

用
者

の

体
力

維
持

、
向

上
に

繋
が

っ
て

い
る

。

利
用

者
の

参
加

意
欲

が
低

下
し

た
。

⇒
参

加
意

欲
が

あ
が

り
、

利
用

者
か

ら
色

々
な

行
事

の
リ

ク
エ

ス
ト

が
あ

が
っ

た
。

職
員

数
に

欠
員

が
あ

る
為

十
分

に
活

動
参

加
が

出
来

な
い

。

⇒
職

員
補

充
に

伴
い

活
動

に
参

加
す

る
こ

と
が

出
来

て
い

る
。

近
隣

の
精

神
科

病
院

が
な

い
為

デ
イ

ケ
ア

に
通

え
な

い
。

利
用

者
が

地
域

移
行

を
億

劫
と

し
て

い
る

。

⇒
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
、

就
労

継
続

支
援

Ｂ
型

事
業

所
と

の
連

携
に

よ
り

、

新
規

受
け

入
れ

を
依

頼
し

て
い

る
。

現
在

の
地

域
移

行
に

向
け

た
取

り
組

み

【
就
労
Ｂ
型
】

・
現

在
の

利
用

者
数

：
８

名
(男

性
６

名
女

性
２

名
)

※
４

事
業

所
に

通
所

。
う

ち
２

名
は

地
域

移
行

（Ｇ
Ｈ

）検
討

中
。

【
施
設
移
行
予
定
者
（
介
護
施
設
）
】

・
要

介
護

４
５

名
(男

性
３

名
女

性
２

名
)

・
要

介
護

３
３

名
(男

性
２

名
女

性
１

名
)
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ま
と

め

●
行

事
内

容
を

工
夫

す
る

事
で

、
職

員
と

利
用

者
の

会
話

も
増

え
行

事
、

活
動

へ
の

参
加

者
数

が
増

え
た

。

●
地

域
の

各
事

業
所

と
繋

が
る

こ
と

で
情

報
提

供
及

び
情

報
共

有
す

る
こ

と
で

良
い

支
援

に
繋

が
る

。

●
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
に

通
所

す
る

利
用

者
か

ら
の

情
報

で
「
就

労
は

無
理

か
も

し
れ

な
い

が
、

通
い

た
い

」
と

言
っ

て
く
る

利
用

者
が

い
た

。

●
地

域
移

行
、

施
設

移
行

に
対

す
る

認
識

が
深

ま
っ

た
。

お
わ

り
に

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
を

考
え

、
日

課
活

動
を

工
夫

し
た

り
見

直

す
事

で
活

動
性

・
A

D
L
維

持
へ

の
取

り
組

み
は

も
ち

ろ
ん

、
少

し
で

も
利

用
者

の
笑

顔
が

増
え

楽
し

ん
で

も
ら

え
る

こ
と

を
改

め
て

実
感

し
ま

し
た

。
「
新

し
い

事
を

試
し

て
反

応
を

み
る

」
の

も
意

外
な

一
面

を
共

有
し

充
実

し
た

生
活

を
送

っ
て

頂
け

る
事

を
学

び
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
も

新
し

い
活

動
、

地
域

移
行

に
向

け
た

取
り

組
み

を
模

索
し

な
が

ら
よ

り
良

い
支

援
が

で
き

る
よ

う
継

続
し

て
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
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第４分科会 

「笑顔を引き出すリハビリ」 

   ～心と体に寄り添う支援のカタチ～ 
 

あいこう園 生活支援員 草野 将彦 
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４
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名
２

４
名
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段
差

昇
降

3
週

目

4
週

目

5
週

目

歩
行

訓
練

3 週 目

4 週 目

5 週 目
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段
差

昇
降

3
週

目

4
週

目

5
週

目

歩
行

訓
練

段
差

昇
降

3
週

目

4
週

目

5
週

目

歩
行

訓
練

・
車

椅
子

で
の

生
活

に
慣

れ
て

し
ま

っ
た

・
移

動
の

際
は

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

を
押

し
て

職
員

に
任

せ
て

い
た

。

・
車

椅
子

か
ベ

ッ
ド

上
で

の
生

活
に

な
っ

て
筋

力
・

体
力

低
下

に
繋

が
っ

て
い

た
。

リ
ハ

ビ
リ

前
リ

ハ
ビ

リ
後

・
車

椅
子

を
使

用
せ

ず
歩

行
が

出
来

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
最

近
、

笑
顔

が
見

ら
れ

活
動

的
に

な
っ

て
き

た
。

※
写

真
は

ご
利

用
者

の
了

解
の

元
、

使
用

し
て

お
り

ま
す
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【日  時】  

 

令和７年７月３日（木） 

 

１４時４５分 ～ １６時４５分 

 

 

 

【会  場】 

 

第１分科会  本館２階  眺鶴 

 

 

   第２分科会  本館地下１階  出島 B 

 

 

   第３分科会  本館地下１階  出島 A 

 

 

   第４分科会  本館１階  観鶴 
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＜第1分科会＞ 【会場】眺鶴（本館2階）

施設名 参加者氏名 役職名

菊池園 冨田　竜二 施設長

しみず園 真﨑　靖行 園長

彦山の森 松本　奈美 介護リーダー

県名 施設名 参加者氏名 役職名 備　考

1 福岡県 愛の家 山田　英彦 施設長

2 福岡県 第2優和園 坂本　旭 主任指導員

3 福岡県 ひびき園 小関　長次郎 リーダー

4 長崎県 あじさい 満野　勝己 支援員

5 熊本県 真和館 平畑　佳朗 総務課長

6 沖縄県  いしみね救護園 城間　健司 精神保健福祉士

7 沖縄県  よみたん救護園 金城　善史 管理課長

県名 施設名 参加者氏名 役職名 備　考

1 福岡県 第2優和園 岡田　晋治 指導員

2 福岡県 ひびき園 西尾　理恵 副主任

3 佐賀県 しみず園 池田　遙 主任生活支援員

4 長崎県 あいこう園 藤尾　照人 主任

5 大分県 光明寮 首藤　ひろみ 支援員

6 熊本県 天草園 沼田　博道 介護支援員

7 熊本県 菊池園 櫻庭　圭祐 介護支援員 意見発表（第1分科会）

県名 施設名 参加者氏名 役職名 備　考

1 福岡県 仁風園 古賀　大貴 指導員

2 福岡県 第2優和園 高津　元利 指導員 意見発表（第1分科会）

3 佐賀県  かんざき日の隈寮 永田　悠宇 生活支援員

4 長崎県 彦山の森 松本　奈美 介護リーダー 受　付

5 熊本県 千草寮 片山　恒輝 主任生活支援員

6 熊本県  友愛会銀杏寮 森山　美南 介護職員

『個別支援計画書を活用した取り組み』

受　付

テーブルNo. A

テーブルNo. B

テーブルNo. C

係　名

幹　事
コーディネーター
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懸案事項 ～第1分科会～

　（テーマ）『個別支援計画書を活用した取り組み』

　救護施設における個別支援の質を高めるために、個別支援計画を活用し、
利用者の自立支援に結びつけていくための取り組み等について

＜しみず園＞
・各施設において個別支援計画の記入方法や文言の統一など、具体的に設定
　されているルールがあれば参考にしたい。
・意思疎通が困難な利用者の支援に対して、どのように個別支援計画に落と
　し込み実施しているか、事例があれば参考にしたい。

＜あいこう園＞
・作成しなければならない書類が多く、「作る」作業に追われている印象が
　あり、ほかの施設ではどのように運用、作成をされているのかお尋ねした
　い。
・達成度について、数値化できないものをどう判断しているのか、どの時点
　において達成とされているのかお尋ねしたい。
・施設（利用者）によって自立支援というより、現状維持、安定が目標にな
　ることもあり得るが、アセスメント、現計画書でまかなえない範囲が出て
　くるのではないか。そのような場合、どのように対応しているかお尋ねし
　たい。

＜菊池園＞
・入所者の非現実的なニーズに対して、長期の支援を要する可能性がある際
　に、ニーズと支援内容の整合性が図れないことがある。そのような場合、
　他施設においてどのように対応しているかお伺いしたい。
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＜第2分科会＞ 【会場】出島B（本館地下1階）

施設名 参加者氏名 役職名

 かんざき日の隈寮 大島　毅 施設長
第2優和園 和田　徳行 施設長
あいこう園 赤岩　真澄美 生活支援員

県名 施設名 参加者氏名 役職名 備　考

1 福岡県 愛の家 岡村　ひとみ 支援員

2 長崎県 あいこう園 赤岩　真澄美 生活支援員 受　付

3 長崎県 あじさい 松田　明美 支援員

4 大分県 光明寮 廣田　野志 主任指導員

5 熊本県 菊池園 永田　雄二 介護支援員

6 熊本県 真和館 藤本　知彦 施設長

7 沖縄県  いしみね救護園 上里　育子 園長

県名 施設名 参加者氏名 役職名 備　考

1 福岡県 野の花 徳安　栄子 通所事業責任者

2 福岡県 仁風園 山田　裕隆 指導員

2 長崎県 彦山の森 松下　大輝 理学療法士

3 熊本県 天草園 蒔本　健作 生活支援員

4 熊本県 野坂の浦荘 高田　暁仁 生活支援員

5 熊本県 真和館 藤本　美和子 副施設長 意見発表（第2分科会）

7 宮崎県 すみよし 塗木　美弥 生活支援課長

県名 施設名 参加者氏名 役職名 備　考

1 佐賀県  かんざき日の隈寮 田中　貴大 入所課係長

2 佐賀県 しみず園 松本　円花 生活支援員

3 長崎県 彦山の森 木谷　光 生活指導員

4 熊本県 千草寮 山﨑　奨悟 主任介護支援員

5 熊本県  友愛会銀杏寮 森野　貴惠 相談員

6 沖縄県  よみたん救護園 吉田　萌々 管理栄養士

テーブルNo. B

テーブルNo. C

『利用者の地域生活への移行に向けた取り組み』

係　名

幹　事
コーディネーター

受　付

テーブルNo. A
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懸案事項 ～第2分科会～

（テーマ）『利用者の地域生活への移行に向けた取り組み』

　入所時点から地域生活への移行を目標として、そのための生活能力向上の
場として施設を利用する利用者のニーズをできる限り実現するため、救護施

設が行う地域生活関係事業の一層の充実に向けた取り組みについて

＜しみず園＞
・他法、他政策などの活用や事例を参考にしたい。
・地域移行の希望と本人の能力が伴わない利用者への支援はどのようにして
　いるのか具体的な事例を参考にしたい。
・移行後の取り組み（保護施設通所事業の取り組み）について、具体的事例
　を参考にしたい。

＜あいこう園＞
・居室の掃除、食事、金銭管理など自己管理が難しい利用者への支援の方
　法、日々起こる課題への対処法、取り組み事例等を伺いたい。
　（現在：掃除、買物など声掛けを都度行いながら地域移行支援中）
・居宅生活訓練事業担当者として社会資源との関わりなどあれば伺いたい。

＜菊池園＞
・居宅生活訓練事業を実施中であるが、訓練実施前に施設生活の中で行う支
　援や訓練等の内容について各施設の状況を知りたい。

＜野坂の浦荘＞
・服薬管理について、個人で状況は異なると思われるが、実際にはどのよう
　に管理・確認されているか。
・金銭管理について、自己での管理の為にどのような点に注意されている
　か。
・地域の方との接点・交流の機会等、具体的にどのような事をされている
　か。
・就労先について、障害者手帳を取得されていない方の就労についてどのよ
　うに支援されているか。

＜すみよし＞
・一般就労先との連携（退所後も含め）を、どのように図っているか教えて
　いただきたい。
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＜第3分科会＞ 【会場】出島A（本館地下1階）

施設名 参加者氏名 役職名

千草寮 片山　博之 施設長

光明寮 岩﨑　里恵 施設長
あいこう園 尾川　春加 生活支援員

県名 施設名 参加者氏名 役職名 備　考

1 福岡県 野の花 岩田　吉史 施設長

2 長崎県 彦山の森 瀧口　実 事務長

3 熊本県  友愛会銀杏寮 坂本　政治 施設長

4 宮崎県 清風園 落合　光一 施設長

5 宮崎県 すみよし 冨永　輝美 施設長

6 沖縄県  よみたん救護園 譜久原　園子 園長

県名 施設名 参加者氏名 役職名 備　考

1 佐賀県 しみず園 成富　俊彦 支援課長

2 長崎県 あじさい 森田　和哉 看護職員

3 大分県 渓泉寮 滝口　裕子 副寮長 意見発表（第3分科会）

4 大分県 光明寮 河野　真弓 主任看護師

5 熊本県 真和館 草野　由紀子 生活支援員

6 宮崎県 すみよし 小川　信一 生活支援員

県名 施設名 参加者氏名 役職名 備　考

1 佐賀県  かんざき日の隈寮 天本　薫 生活支援員 意見発表（第2分科会）

2 長崎県 彦山の森 林田　剛 介護職員

3 長崎県 あいこう園 尾川　春加 生活支援員 受　付

4 熊本県 千草寮 澤田　憲宏 介護支援員

5 熊本県 野坂の浦荘 森　　孝子 生活支援員

6 宮崎県 清風園 甲斐　悠矢 介護職員 意見発表（第3分科会）

『虐待・権利侵害の根絶に向けた取り組み』

受　付

テーブルNo. A

テーブルNo. B

テーブルNo. C

係　名

幹　事
コーディネーター
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懸案事項 ～第3分科会～

（テーマ）『虐待・権利侵害の根絶に向けた取り組み』

　虐待・権利侵害の根絶に向けて、すべての関係者が「我がこと」として
受け止め、さらなる人権尊重・尊厳保持を目指すために必要な取り組みに
ついて

＜しみず園＞
・虐待や権利侵害の早期発見や防止の為、施設内でとのような仕組み、ルー
　ルを設けているのか参考にしたい。（職員への教育・教習のあり方）

＜あいこう園＞
・「ちょっと待っててください」や「～してください」等、つい声掛けをし
　てしまうことがある。各施設で取り組んでいるスピーチロック防止対策な
　どあればお聞きしたい。
・不適切と思われる対応やグレーゾーン事案について、職員間で注意・対応
　していることなどあればお聞きしたい。

＜野坂の浦荘＞
・虐待・権利は主に入所者に対して言われるが、逆に職員に対しての暴言・
　暴力についてどう考えられているか。また、どのような対応をされている
　か伺いたい。
・入所者からの暴言・暴力があった場合の対応はどうしているのか。
・各棟2か所に入所者苦情ＢＯＸを配置し、苦情解決委員会（年1回）を実施
　しているが、苦情の記入をしてあることがない。他施設ではどんな対応で
　行っているのか伺いたい。
・担当による月2回の「会話の時間」を実施しているが、他施設では担当と
　の話し合い、入所者の悩み等はどうしているのか伺いたい。
・メンタルヘルスケア（職員）を年3回実施しているが、他施設では行って
　いるのか。また、どんなことをしているのか伺いたい。

＜すみよし＞
・虐待の背景のひとつとして、職員の過労、ストレス、人手不足などがある
　が、この問題に対して何か取り組まれている施設があれば知りたい。
・虐待・権利侵害に対しての職員の意識改革の方法と課題が知りたい。
　虐待行為につながる対応が見過ごされることがある。対応策や取り組み等
　が知りたい。
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＜第4分科会＞ 【会場】観鶴（本館1階）

施設名 参加者氏名 役職名

しらがね寮 早田　愛一郎 施設長
野坂の浦荘 永山　博久 施設長

あじさい 宮川　寛貴 事務長

県名 施設名 参加者氏名 役職名 備　考

1 長崎県 あじさい 宮川　寛貴 事務長 受　付

2 熊本県  友愛会銀杏寮 田中　小百合 介護職員

3 熊本県 野坂の浦荘 岡田　康昭 生活支援員

4 宮崎県 すみよし 片山　典子 生活支援員

5 鹿児島県 ときわの丘 松永　幸二 施設長

6 沖縄県  よみたん救護園 宮里　健太 生活指導員 意見発表（第4分科会）

県名 施設名 参加者氏名 役職名 備　考

1 福岡県 仁風園 安田　美奈 准看護師

2 長崎県 あいこう園 髙比良　久代 看護師

3 大分県 光明寮 佐藤　恵 栄養士

4 熊本県 野坂の浦荘 黄木　留美 主任栄養士

5 熊本県 真和館 高谷　厚 生活支援員

県名 施設名 参加者氏名 役職名 備　考

1 福岡県 愛の家 藤井　智 支援員

2 佐賀県  かんざき日の隈寮 古賀　由紀子 看護係係長

3 長崎県 彦山の森 平野　祥子 管理栄養士

4 熊本県 千草寮 嶌田　真吾 介護支援員

5 宮崎県 清風園 荒川　直子 看護師

6 宮崎県 すみよし 長友　楠佳 管理栄養士

県名 施設名 参加者氏名 役職名 備　考

1 福岡県 野の花 板坂　健吾 支援員

2 佐賀県 しみず園 丸田　佳乃羽 生活支援員

3 長崎県 あいこう園 草野　将彦 生活支援員 意見発表（第4分科会）

4 大分県 渓泉寮 平野　祐一 支援員

5 熊本県 天草園 橋田　佐和子 介護支援員

6 熊本県 菊池園 津田　幸代 生活支援員

テーブルNo. B

テーブルNo. D

テーブルNo. C

『施設生活を豊かにする取り組み』

係　名

幹　事
コーディネーター

受　付

テーブルNo. A
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懸案事項 ～第4分科会～

　（テーマ）『施設生活を豊かにする取り組み』

　施設で行われる行事やレクリエーション活動等は、利用者の生活にくぎり
や変化、あるいは利用者の相互の親睦など様々な効果をもたらしている。コ
ロナ禍で進化させた活動等について

＜しみず園＞
・レクリエーションで気を付けていること、意識をしていること（目的）があれば
　参考にさせていただきたい。
・利用者の生活を豊かにする為の具体的な取り組みがあれば参考にしたい。

＜あいこう園＞
・利用者の生活を豊かにするためにどのようなレクリエーションや行事を実施して
　いるのかお聞きしたい。
・利用者の高齢化に伴い能力、筋力の低下がみられるが、各施設ではどのようなア
　プローチをしているのかお聞きしたい。
・活動等に参加したい方、嫌々参加する方など様々と思いますが、どのような対応
　をしているのかお聞きしたい。
・安心して施設生活を送るために救護施設における介護職と看護職の関わり等につ
　いてお聞きしたい。
・看護職に求めるもの、介入してほしい事等、各施設の状況をお聞きしたい。
・感染症対策への取り組みについてお聞きしたい。

＜菊池園＞
・レクリエーション活動の対象者及び内容について、活動内容による費用面での偏
　り等はないか。入所者に対する事業費の公平な配分に向けての工夫や、そのよう
　な配慮の必要性の有無について意見を伺いたい。

＜野坂の浦荘＞
・スポーツ・文化活動・各種行事・旅行などの活動は、コロナ禍後感染対策をしな
　がら計画を立て実施しているが、年々、積極的に参加する利用者が少なくなって
　いる状況。飽きさせず参加率を上げる取り組みや高齢者にも喜ばれる活動があれ
　ば教えていただきたい。
・老人クラブとの交流会や地域住民を招待しての運動会など、昨年度からコロナ前
　よりも縮小し行っているが、救護施設を理解している方の参加はあっても、それ
　以外の方に参加して頂けるほどご理解を頂けていない。地域の行事に参加する
　等、こちらから出向くコミュニケーションの取り方があれば伺いたい。
・施設内で様々行っている取り組みが、入所者の生きがいや豊かな暮らしに結びつ
　いているか不安。社会復帰に繋がる活動の例を知りたい。

＜すみよし＞
・コロナ後の行事等は、元の状態を目指しつつも完全には戻っていない状況である
　が、大々的なイベントを復活していくにあたっての取り組みは？
・地域と共存出来る支援を目指し、施設がボランティア活動の充実を図っていき知
　名度を高めていくには？
・職員と共に地域社会への交流を深め、また活動したいと入居者にやりがいを感じ
　てもらえるにはどのような支援が必要であるか？
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講義 
「 長崎刑務所における知的障害受刑者処遇 

・支援モデル事業について 」 
 

講師： 長崎刑務所 矯正処遇調整官   

平川 勝文 様 
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作
業

を
行

わ
せ

、
又

は
必

要
な

指
導

を
行

う
こ

と
が

可
能

に
。

令
和

７
年

３
月

法
務

省
矯

正
局

3

矯
正

処
遇

課
程

・
特

別
コ

ー
ス

一
覧

２
４

の
矯

正
処

遇
課

程
の

う
ち

最
も

必
要

性
が

高
い

課
程

を
１

つ
指

定
し

、
当

該
矯

正
処

遇
課

程
を

中
心

に
処

遇
を

実
施

課
程

名
対

象
者

D
拘

留
課

程
D

et
e
nt

io
n

拘
留

受
刑

者
及

び
旧

拘
留

受
刑

者

J
t

少
年

院
在

院
受

刑
者

処
遇

課
程

Ju
ve

n
ile

T
ra

in
in

g 
1
6歳

未
満

の
少

年
の

う
ち

、
少

年
院

に
お

け
る

矯
正

教
育

の
効

果
が

期
待

で
き

る
者

I
禁

錮
課

程
Im

p
ri
so

n
m

en
t

禁
錮

受
刑

者

F
外

国
人

処
遇

課
程

（
一

般
）

Fo
re

ig
n
e
r

日
本

人
と

同
一

の
処

遇
が

困
難

な
者

F
X

外
国

人
処

遇
課

程
（
特

別
）

Fo
re

ig
n
e
r
X

外
国

人
処

遇
課

程
対

象
者

の
う

ち
処

遇
上

特
別

の
配

慮
を

要
す

る
者

F
Z

外
国

人
処

遇
課

程
（
条

約
）

Fo
re

ig
n
e
r
Z

外
国

人
処

遇
課

程
対

象
者

の
う

ち
そ

の
処

遇
に

当
た

っ
て

条
約

や
協

定
に

定
め

が
あ

る
者

J
少

年
処

遇
課

程
Ju

ve
n
ile

少
年

院
収

容
を

必
要

と
し

な
い

少
年

Y
若

年
処

遇
課

程
１

～
３

Y
o
u
n
g

２
０

歳
以

上
２

６
歳

未
満

で
処

遇
レ

ベ
ル

が
１

～
３

の
者

L
長

期
処

遇
課

程
１

～
４

Lo
n
g

執
行

す
べ

き
刑

期
が

１
０

年
以

上
で

処
遇

レ
ベ

ル
が

１
～

４
の

者

G
一

般
処

遇
課

程
１

～
４

G
en

er
al

他
の

課
程

に
該

当
し

な
い

処
遇

レ
ベ

ル
１

～
４

の
者

課
程

名
対

象
者

O
開

放
的

処
遇

課
程

O
p
e
n

開
放

的
施

設
で

の
処

遇
等

の
実

施
が

可
能

と
見

込
ま

れ
る

者
、

交
通

事
犯

集
禁

対
象

者

S
T

短
期

処
遇

課
程

Sh
o
rt

 T
er

m
執

行
す

べ
き

刑
期

が
６

月
未

満
の

者

A
依

存
症

回
復

処
遇

課
程

A
d
d
ic

ti
o
n
 R

ec
o
ve

ry
薬

物
の

自
己

使
用

歴
が

あ
る

者
の

う
ち

、
薬

物
依

存
か

ら
の

回
復

に
向

け
た

矯
正

処
遇

を
重

点
的

に
行

う
こ

と
が

相
当

と
認

め
ら

れ
る

者

D
S

高
齢

福
祉

課
程

D
a

il
y
 c

a
re

-S
e

n
io

r
お

お
む

ね
７

０
歳

以
上

の
者

で
、

認
知

症
、

身
体

障
害

等
に

よ
り

自
立

し
た

生
活

を
営

む
こ

と
が

困
難

な
者

D
H

福
祉

的
支

援
課

程
(知

的
障

害
・

発
達

障
害

)

D
ai

ly
 c

ar
e
-H

an
d
ic

ap
p
ed

知
的

障
害

若
し

く
は

発
達

障
害

を
有

し
、

又
は

こ
れ

ら
に

準
ず

る
者

D
M

福
祉

的
支

援
課

程
(精

神
上

の
疾

病
又

は
障

害
)

D
ai

ly
 c

ar
e
-M

en
ta

l 
d
is

o
rd

e
r

精
神

上
の

疾
病

又
は

障
害

を
有

す
る

者
の

う
ち

、
医

療
刑

務
所

等
に

収
容

す
る

必
要

性
は

認
め

ら
れ

な
い

も
の

の
、

自
立

し
た

生
活

を
営

む
こ

と
が

困
難

な
者

処
遇

レ
ベ

ル

（
注

）
矯

正
処

遇
に

取
り

組
む

態
度

そ
の

他
改

善
更

生
に

向
け

た
心

構
え

の
程

度

従
来

の
Ａ

Ｂ
指

標
に

替
わ

る
新

た
な

観
点

レ
ベ

ル
１

低
高

レ
ベ

ル
２

低
低

レ
ベ

ル
３

高
高

レ
ベ

ル
４

高
低

特
別

コ
ー

ス
名

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

内
容

（
概

要
）

ﾉﾋ
ﾞ

農
業

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

ス
農

業
に

関
連

す
る

産
業

へ
の

就
労

に
向

け
た

処
遇

ｻ
ｽ

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

作
業

コ
ー

ス
社

会
に

貢
献

す
る

人
材

と
な

る
た

め
に

必
要

な
知

識
及

び
技

能
の

習
得

ｻ
ｰ

ｷ
ｭ
ﾗ
ｰ

ｴ
ｺ
ﾉﾐ

ｰ
ｸ
ﾗ
ｽ

資
源

の
保

全
等

、
地

域
課

題
の

解
決

に
貢

献

も
の

づ
く
り

人
材

養
成

ｸ
ﾗ
ｽ

伝
統

工
芸

等
､後

継
者

不
足

が
課

題
の

地
域

作
業

ﾕ
ﾆ

少
年

･若
年

ﾕ
ﾆ

ｯ
ﾄ型

処
遇

ｺ
ｰ

ｽ
可

塑
性

に
富

む
な

ど
の

特
性

に
特

に
配

慮
し

た
処

遇

ｷ
ﾖ

教
科

指
導

集
中

処
遇

ｺ
ｽー

教
科

指
導

を
集

中
的

に
実

施

ｲ
ｺ

社
会

生
活

移
行

処
遇

ｺ
ｽー

円
滑

な
社

会
復

帰
へ

の
移

行
を

目
的

に
、

開
放

的
な

環
境

下
で

処
遇

再
犯

リ
ス

ク
処

遇
準

備
性

4
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個
々

の
受

刑
者

の
特

性
等

に
応

じ
た

拘
禁

刑
下

に
お

け
る

処
遇

イ
メ

ー
ジ

5

長
崎

県
諫

早
市

に
所

在
し

、
再

犯
リ

ス
ク

が
比

較
的

高
い

２
６

歳
以

上
の

男
子

受
刑

者
を

主
に

収
容

す
る

刑
事

施
設

○

平
成

３
１

年
４

月
に

全
国

で
唯

一
の

「
社

会
復

帰
支

援
部

門
」

が
設

置
さ

れ
、

以
降

、
認

知
症

等
の

配
慮

を
必

要
と

す
る

高
齢

受
刑

者
の

処
遇

を
実

施
⇒

令
和

７
年

４
月

の
組

織
改

編
に

よ
り

廃
止

長
崎

刑
務

所
の

特
徴

長
崎

刑
務

所
の

特
徴

○ ○

平
成

２
３

年
か

ら
全

国
に

先
駆

け
て

、
高

齢
者

を
対

象
と

し
た

社
会

復
帰

支
援

指
導

を
実

施
（

同
指

導
は

以
後

、
全

国
統

一
の

一
般

改
善

指
導

「
社

会
復

帰
準

備
指

導
」

に
発

展
）

6

高
齢

受
刑

者
処

遇
と

知
的

障
害

受
刑

者
処

遇
高

齢
受

刑
者

処
遇

と
知

的
障

害
受

刑
者

処
遇

高
齢

受
刑

者
処

遇
（D

S課
程

）
高

齢
受

刑
者

処
遇

（D
S課

程
）

知
的

障
害

受
刑

者
処

遇
（
D

H
課

程
）

知
的

障
害

受
刑

者
処

遇
（
D

H
課

程
）

・
平

成
３

１
年

４
月

～

・
刑

務
官

主
体

で
各

種
取

組
を

発
展

・
令

和
４

年
１

０
月

～
・
知

的
障

害
受

刑
者

処
遇

・支
援

モ
デ

ル
事

業
・
社

会
福

祉
法

人
南

高
愛

隣
会

と
契

約
締

結

平
成

３
１

年
～

令
和

６
年

度
ま

で

社
会

復
帰

支
援

部
門

令
和

７
年

４
月

～

高
齢

受
刑

者
及

び
知

的
障

害
受

刑
者

特
別

処
遇

班

7

全
国

で
１

，
３

４
５

名
の

知
的

障
害

又
は

そ
の

疑
い

の
あ

る
受

刑
者

が
在

所
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

（
令

和
２

年
９

月
矯

正
局

特
別

調
査

）

う
ち

療
育

手
帳

取
得

者
は

４
１

４
名

（
３

０
．

８
％

）
👉

○

知
的

障
害

受
刑

者
の

再
犯

期
間

は
短

く
、

刑
事

施
設

へ
の

入
所

度
数

は
多

い
傾

向
に

あ
る

。
○

必
要

な
支

援
が

な
い

ま
ま

出
所

し
た

場
合

、
短

期
間

で
再

犯
を

反
復

す
る

お
そ

れ
👉

～
背

景
～

知
的

障
害

受
刑

者
処

遇
・
支

援
モ

デ
ル

事
業

知
的

障
害

受
刑

者
処

遇
・
支

援
モ

デ
ル

事
業

8
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障
害

特
性

の
把

握
と

就
労

等
を

見
据

え
た

処
遇

の
実

施
①

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
を

受
け

る
た

め
の

療
育

手
帳

の
取

得
②

社
会

復
帰

後
の

継
続

し
た

寄
り

添
い

型
支

援
③

刑
事

施
設

だ
け

で
は

専
門

的
知

識
や

ノ
ウ

ハ
ウ

が
不

十
分

👉
長

崎
刑

務
所

は
、

◎
全

国
唯

一
の

『
社

会
復

帰
支

援
部

門
』

設
置

（
当

時
）

◎
社

会
福

祉
関

係
機

関
と

の
連

携
実

績

👉
障

害
者

福
祉

の
専

門
で

あ
る

南
高

愛
隣

会
に

業
務

委
託

知
的

障
害

受
刑

者
の

再
犯

防
止

推
進

の
た

め
に

は
知

的
障

害
受

刑
者

の
再

犯
防

止
推

進
の

た
め

に
は

○

9

福
岡

矯
正

管
区

内
の

刑
事

施
設

に
お

い
て

『
知

的
障

害
者

用
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

ツ
ー

ル
』

等
に

よ
り

知
的

障
害

及
び

知
的

障
害

の
疑

い
が

あ
る

と
さ

れ
た

者

①
心

身
に

重
大

な
疾

患
を

有
し

な
い

者

②
集

団
又

は
個

別
の

改
善

指
導

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
処

遇
が

実
施

可
能

な
者

③
移

送
時

の
残

刑
期

が
お

お
む

ね
１

年
以

上
あ

る
者

知
的

障
害

受
刑

者
処

遇
・支

援
モ

デ
ル

事
業

～
対

象
者

の
要

件
～

知
的

障
害

受
刑

者
処

遇
・支

援
モ

デ
ル

事
業

～
対

象
者

の
要

件
～

1
0

3
0
歳

未
満

2
 
名

5
.
6
%

3
0
歳

以
上

4
0
歳

未
満

6
 
名

1
6
.
7
%

4
0
歳

以
上

5
0
歳

未
満

9
 
名

2
5
.
0
%

5
0
歳

以
上

6
0
歳

未
満

1
1
 
名

3
0
.
6
%

6
0
歳

以
上

6
5
歳

未
満

3
 
名

8
.
3
%

6
5
歳

以
上

5
 
名

1
3
.
9
%

1
年

未
満

1
 
名

2
.
8
%

1
年

以
上

2
年

未
満

1
1
 
名

3
0
.
6
%

2
年

以
上

3
年

未
満

1
3
 
名

3
6
.
1
%

3
年

以
上

4
年

未
満

9
 
名

2
5
.
0
%

4
年

以
上

5
年

未
満

1
 
名

2
.
8
%

5
年

以
上

6
年

未
満

1
 
名

2
.
8
%

１
回

4
 
名

1
1
.
1
%

２
回

4
 
名

1
1
.
1
%

３
回

7
 
名

1
9
.
4
%

４
回

2
 
名

5
.
6
%

５
回

2
 
名

5
.
6
%

６
回

3
 
名

8
.
3
%

７
回

8
 
名

2
2
.
2
%

８
回

2
 
名

5
.
6
%

９
回

1
 
名

2
.
8
%

1
0
～

1
4
回

3
 
名

8
.
3
%

覚
醒

剤

2
 
名

5
.
6
%

窃
盗

2
9
 
名

8
0
.
6
%

傷
害

1
 
名

2
.
8
%

強
盗

1
 
名

2
.
8
%

性
犯

罪

2
 
名

5
.
6
%

そ
の

他

1
 
名

2
.
8
%

委
託

事
業

者
（

南
高

愛
隣

会
）

③
在

所
中

の
療

育
手

帳
等

の
取

得
に

向
け

た
調

整
👉

対
象

者
が

出
所

後
に

必
要

と
な

る
療

育
手

帳
に

つ
い

て
、

在
所

中
の

取
得

に
向

け
た

調
整

👉
必

要
に

応
じ

て
障

害
受

容
に

向
け

た
カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ

②
処

遇
計

画
に

基
づ

く
訓

練
・
教

育
👉

就
労

を
見

据
え

て
、

知
的

障
害

者
を

多
く
雇

用
し

て
い

る
企

業
の

協
力

を
得

た
作

業
の

導
入

👉
就

業
移

行
支

援
事

業
所

等
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
取

り
入

れ
た

職
業

訓
練

👉
社

会
生

活
を

見
据

え
た

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

・
ソ

フ
ト

ス
キ

ル
の

習
得

な
ど

👉
福

祉
的

制
度

等
へ

の
理

解
の

促
進

①
特

性
に

応
じ

た
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

処
遇

計
画

の
立

案
👉

対
象

者
の

特
性

に
応

じ
た

作
業

・
訓

練
・
教

育
内

容
の

選
定

に
係

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

支
援

を
行

い
、

処
遇

計
画

を
立

案

④
息

の
長

い
寄

り
添

い
型

支
援

を
可

能
と

す
る

調
整

👉
一

般
就

労
が

可
能

な
者

は
就

労
支

援
👉

一
般

就
労

と
福

祉
的

支
援

の
狭

間
に

あ
る

者
は

福
祉

的
就

労
等

👉
福

祉
的

支
援

を
要

す
る

者
は

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
へ

の
引

継
ぎ

👉
出

所
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

元
な

ど
に

帰
住

し
た

後
も

息
の
長

い
寄

り
添

い
型

支
援

を
可

能
と

す
る

施
設

内
外

が
有

機
的

に
連

携
し

た
包

括
的

取
組

【
調

整
機

関
等

】
対

象
者

が
帰

住
予

定
の

自
治

体
福

祉
関

係
部

局
、

社
会

福
祉

協
議

会
、

知
的

障
害

者
更

生
相

談
所

、
地

域
障

害
者

職
業

セ
ン

タ
ー

、
障

害
者

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
、

就
労

移
行

・継
続

支
援

事
業

所
な

ど

知
的

障
害

受
刑

者
処

遇
・支

援
モ

デ
ル

事
業

～
ベ

ー
ス

と
な

る
４

つ
の

取
組

～
知

的
障

害
受

刑
者

処
遇

・支
援

モ
デ

ル
事

業

～
ベ

ー
ス

と
な

る
４

つ
の

取
組

～

長
崎

刑
務

所

1
2
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長
崎

刑
務

所
に

お
け

る
知

的
障

害
受

刑
者

処
遇

・
支

援
モ

デ
ル

事
業

の
流

れ

処 遇 計 画 立 案 （ コ ー ス 選 定 ）

・
一

般
企

業
へ

の
就

労
（

障
害

者
雇

用
含

む
）

・
就

労
継

続
支

援
事

業
（

A
型

／
B

型
）

・
福

祉
サ

ー
ビ

ス

処
遇

・
支

援
ア

セ
ス

メ
ン

ト

刑 務 所 入 所 （ 福 岡 管 内 ）

長 崎 刑 務 所 ・ モ デ ル 事 業 編 入

対
象

者
（

定
員

5
0

名
）

■
知

的
障

害
又

は
そ

の
疑

い
が

あ
る

者
■

残
刑

期
が

１
年

以
上

の
者

な
ど

就
労

・
福

祉

・
更

生
保

護
施

設
・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

・
ア

パ
ー

ト
生

活
等

地
域

で
の

暮
ら

し

福
祉

的
ア

セ
ス

メ
ン

ト

職
業

ア
セ

ス
メ

ン
ト

矯
正

指
導

・
生

活
・
対

人
ス

キ
ル

ア
ッ
プ

学
習

・
犯

罪
防

止
学

習

・
事

業
受

託
者

が
実

施
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
基

に
し

た
指

導

就
労

訓
練

的
作

業
・
指

導

ビ
ジ

ネ
ス

サ
ポ

ー
ト

コ
ー

ス
・
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

指
導

・
刑

務
作

業
に

お
け

る
ジ

ョ
ブ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

福
祉

的
就

労
コ

ー
ス

・
農

園
芸

作
業

A
・体

感
協

調
プ

ロ
グ

ラ
ム

A
（

和
太

鼓
）

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

コ
ー

ス
・
農

園
芸

作
業

B
・
体

感
協

調
プ

ロ
グ

ラ
ム

B
（

和
太

鼓
）

・
感

情
表

現
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
絵

画
）

対
象

者
選

定

地
域

移
行

特
性

・
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

、
多

機
関

連
携

に
よ

る
社

会
復

帰
支

援

必 要 と さ れ る 情 報 等 の 引 継 ぎ
福

祉
事

業
所

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

長
崎

県

息
の
長

い
寄

り
添

い
型

支
援

体
制

の
構

築

出
所

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

会
議

（
処

遇
計

画
等

の
見

直
し

等
）

※
必

要
に

応
じ

、
支

援
機

関
に

よ
る

ケ
ー

ス
会

議
を

実
施

保
護

観
察

所
帰

住
先

の
確

保
（

特
別

調
整

等
）

療
育

手
帳

取
得

の
た

め
の

判
定

長
崎

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

長
崎

障
害

者
職

業
セ

ン
タ

ー

職
業

評
価

等
へ

の
協

力

就
労

支
援

帰
住

先
障

害
者

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー

情
報

・
支

援
連

携

法
務

少
年

支
援

セ
ン

タ
ー

地
域

援
助

に
よ

る
相

談
・

支
援

地
域

生
活

定
着

支
援

セ
ン

タ
ー

入
所

・
編

入

保
護

観
察

所

諫
早

市

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

の
た

め
の

助
言

1
3

特
性

に
応

じ
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
処

遇
計

画
の

立
案

特
性

に
応

じ
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
処

遇
計

画
の

立
案

〇
編

入
後

か
ら

１
～

２
か

月
職

業
ア

セ
ス

メ
ン

ト
（
刑

務
作

業
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

）
福

祉
的

ア
セ

ス
メ

ン
ト

（
面

接
・
資

料
調

査
）

⇒
対

象
者

個
々

の
特

性
に

応
じ

た
「
処

遇
計

画
書

」
の

作
成

～
「
ビ

ジ
ネ

ス
サ

ポ
ー

ト
コ

ー
ス

」
、

「
福

祉
的

就
労

コ
ー

ス
」

「
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
コ

ー
ス

」
の

い
ず

れ
か

に
指

定
1
4

処
遇

計
画

に
基

づ
く
訓

練
・
教

育
（各

種
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
）

処
遇

計
画

に
基

づ
く
訓

練
・
教

育
（各

種
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
）

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
指

導
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

指
導

ジ
ョ

ブ
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ジ

ョ
ブ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ビ
ジ

ネ
ス

サ
ポ

ー
ト

コ
ー

ス
福

祉
的

就
労

コ
ー

ス

農
園

芸
作

業
農

園
芸

作
業

体
感

協
調

プ
ロ

グ
ラ

ム
体

感
協

調
プ

ロ
グ

ラ
ム

福
祉

サ
ー

ビ
ス

利
用

コ
ー

ス

感
情

表
現

プ
ロ

グ
ラ

ム
感

情
表

現
プ

ロ
グ

ラ
ム

共
通

プ
ロ

グ
ラ

ム

生
活

・
対

人
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
学

習
生

活
・
対

人
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
学

習
犯

罪
防

止
学

習
犯

罪
防

止
学

習

共
通

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

の
他

、
障

害
特

性
に

応
じ

た
コ

ー
ス

指
定

に
よ

り
選

択
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
（
約

４
か

月
間

）

福
祉

制
度

学
習

福
祉

制
度

学
習

1
5

各
種

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

振
り

返
り

～
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
会

議
各

種
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
振

り
返

り
～

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

会
議

〇
各

種
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
結

果
に

つ
い

て
、

本
人

の
感

想
を

聴
き

取
り

な
が

ら
確

認
～

「
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
会

議
」
の

実
施

⇒
必

要
に

応
じ

て
「
処

遇
計

画
書

」
の

変
更

に
よ

り
、

コ
ー

ス
の

変
更

や
新

た
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

指
定

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

再
受

講
1
6

90



機
能

別
作

業
機

能
別

作
業

1
7

在
所

中
の

療
育

手
帳

等
の

取
得

に
向

け
た

調
整

息
の

長
い

寄
り

添
い

型
支

援
に

向
け

た
社

会
復

帰
調

整
在

所
中

の
療

育
手

帳
等

の
取

得
に

向
け

た
調

整
息

の
長

い
寄

り
添

い
型

支
援

に
向

け
た

社
会

復
帰

調
整

〇
福

祉
制

度
の

動
機

付
け

や
、

療
育

手
帳

の
取

得
に

向
け

た
各

種
調

整
の

実
施

〇
一

部
の

者
に

は
在

所
中

に
長

崎
障

害
者

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
に

登
録

（帰
住

先
の

同
セ

ン
タ

ー
へ

の
引

継
を

前
提

）
。

長
崎

障
害

者
職

業
セ

ン
タ

ー
の

職
業

評
価

を
実

施
。

〇
処

遇
・支

援
情

報
の

引
継

書
（
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ト

）
作

成 ⇒
ケ

ー
ス

会
議

に
よ

り
支

援
方

針
の

共
有

（
保

護
観

察
所

、
地

域
生

活
定

着
支

援
セ

ン
タ

ー
、

帰
住

先
の

施
設

な
ど

が
参

加
）

福
祉

制
度

の
説

明
福

祉
制

度
の

説
明

療
育

手
帳

申
請

の
た

め
の

聞
き

取
り

調
査

療
育

手
帳

申
請

の
た

め
の

聞
き

取
り

調
査

長
崎

障
害

者
職

業
セ

ン
タ

ー
の

職
業

評
価

長
崎

障
害

者
職

業
セ

ン
タ

ー
の

職
業

評
価

ケ
ー

ス
会

議
に

よ
る

処
遇

・
支

援
情

報
の

引
継

ケ
ー

ス
会

議
に

よ
る

処
遇

・
支

援
情

報
の

引
継

1
8

親
族

1
0
人

2
5
.6

%

福
祉

施
設

2
人

5
.
1%

更
生

保
護

施
設

1
3
人

33
.
3
%

自
立

準
備

ホ
ー

ム
1
0人

2
5
.6

%

協
力

雇
用

主

2
人

5
.
1
%

そ
の

他
2
人

5
.1

%

2
0
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（
成

果
）

〇
多

機
関

連
携

の
支

援
体

制
（
出

所
後

の
支

援
機

関
へ

の
情

報
引

継
ぎ

）

〇
本

人
の

福
祉

に
対

す
る

理
解

の
促

進
と

態
度

変
容

⇒
“
誰

か
に

頼
る

こ
と

”
＝

援
助

希
求

行
動

の
大

切
さ

を
実

感
的

に
学

習

（
課

題
）

〇
集

団
に

適
応

で
き

な
い

場
合

の
対

応
～

柔
軟

な
処

遇
・
支

援
体

制

〇
障

害
受

容
と

福
祉

的
支

援
に

対
す

る
動

機
付

け
の

充
実

〇
早

期
の

情
報

収
集

と
支

援
方

針
の

策
定

〇
“
息

の
長

い
”寄

り
添

い
型

支
援

に
向

け
て

～
関

係
機

関
と

の
連

携
推

進
、

地
道

な
広

報
活

動

こ
れ

ま
で

の
取

組
を

振
り

返
っ

て
～

成
果

と
課

題
こ

れ
ま

で
の

取
組

を
振

り
返

っ
て

～
成

果
と

課
題

2
1
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記 念 講 演 
「 長崎の伝統行事に見る人々の営み 」 

 
講師：元 長崎市長崎学研究所長 

 土肥原 弘久 様 
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記念講演 講師紹介 
 
   土肥原 弘久 氏 （どひはら ひろひさ） 
     元 長崎市長崎学研究所 所長 
     KTN テレビ長崎 くんち解説者・精霊流し解説者 
     NHK ラジオ「マイあさ！」マイあさだよりリポーター 
 
略歴 
 1957 年 12 月 5 日 長崎市生まれ 
 1976 年 長崎県立長崎東高等学校卒業 

1980 年 大分大学経済学部卒業 
同 年  長崎市役所に入職 
2018 年 長崎市役所を定年退職 

 
趣味 
 茶道（表千家） 
 
主な著書 
「御鎭座四百年 鎭西大社諏訪神社 

社務日誌が伝える大正・昭和の諏訪神事と長崎」令和 7 年 5 月 
「見えないものを伝える 諏訪神事 取材記録」年度版 
            平成 26 年～令和元年、令和 5 年、6 年 
「御鎭座三百五十年 若宮稲荷神社 竹ン芸と御神輿巡幸」令和 6 年 
「長崎精霊流し 改訂版」令和 2 年（共著・入江清佳） 
「長崎くんちのしくみ 改訂版」令和元年 

「長崎くんち 神様を擔ぐ男達」平成 29年 

「長崎版 新聞紙上の坂本龍馬」平成 29年（共著・堺屋修一） 
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2025/06/23 土肥原 

1 
 

長崎の伝統行事に見る人々の営み 

 

１ 長崎の街について 

元亀２年（１５７１） 長崎開港 

寛永１１年（１６３４）くんち始まる・眼鏡橋架橋・出島着工 

寛永１３年（１６３６）出島完成 ポルトガル人を収容 

寛永１８年（１６４１）平戸のオランダ商館を出島に移す（鎖国完成） 

元禄２年（１６８９） 唐人屋敷完成 

文政６年（１８２３） ドイツ人シーボルトが蘭館医として着任、 

安政６年（１８５９） 外国人居留地として大浦海岸の埋め立て開始 

長崎・神奈川・函館 3港で露英仏蘭米に貿易を許可 

文久３年（１８６３） 外国人居留地の埋立工事完成、グラバー邸建つ 

慶応元年（１８６５）  大浦天主堂献堂式(国宝) 坂本龍馬、「亀山社中」を創設 

 

２ 長崎の主な年中行事 

ハタ揚げ    ３月終り頃から５月にかけて 風頭山、金比羅山、唐八景など 

ペーロン    端午の節句を中心に５月頃  長崎の近郊、港外の各地域 

        中国伝来の競漕の風習。 

精霊流し    ８月１５日  長崎市内 

 長崎くんち   １０月７日～９日 諏訪神社はじめ市中 

 

その他の催し 

長崎帆船まつり  時期不定 長崎港 

竹ん芸      １０月１４日～１５日  若宮稲荷神社 

長崎ランタンフェスティバル 

          旧暦の正月から元宵節までの１５日間  新地中華街ほか 
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2025/06/23 土肥原 

2 
 

３ 長崎くんちのしくみと意義 

 

諏訪神事（長崎くんち）の意義 「なぜ祭をやるのか」 

  

諏訪神事の内容 「何をやるのか」・神事 ・渡御還御 ・奉納踊 

 

諏訪神事の日程 「いつやるのか」 

・御大祭 １０月１日～１３日  例大祭期間 １０月７日～９日 

・例大祭 １０月８日 

 

諏訪神事の実施主体 「だれがやるのか」 

 

神社（神職）・神事の斎行 

 

年番町（踊町が「踊奉納」を終えた４年後に務める） 

       ・大祭執行の取締 ・年間の神事への参列 

 

神輿守町 ・渡御（お下り） 還御（お上り）  

     ※もりこみの意義 

   

踊町   ・事前準備（結納、打ち込み稽古、諸準備） 

・小屋入り（６月１日）午前：清祓い 午後：打ち込み 

・踊町の夏（６月～９月）稽古 場所踏み 庭先調べ 

      ・庭見せ（１０月３日） 

      ・人数揃（１０月４日） 

・踊りの奉納（１０月７日～９日） 

・庭先まわり（１０月７日～９日） 

 

 長崎くんちと地域社会 

・くんち奉納の過程での町内のまとまり 

・世代間交流（子供の教育と成長に大きな役割） 

・地域経済への波及効果（くんちの経済学） 
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県名 施設名 参加者氏名 フリガナ 役職名
意見

交換会 備　考

1 岩田　吉史 イワタ　ヨシフミ 施設長 3 A ③

2 徳安　栄子 トクヤス　エイコ 通所事業責任者 2 B ⑧

3 板坂　健吾 イタサカ　ケンゴ 支援員 4 D ⑮

4 山田　英彦 ヤマダ　ヒデヒコ 施設長 1 A ②

5 岡村　ひとみ オカムラ　ヒトミ 支援員 2 A ⑦

6 藤井　智 フジイ　サトル 支援員 4 C ⑭

7 田吹　暢浩 タブキ　マサヒロ 主任指導員 － － ⑯ 調研委員

8 山田　裕隆 ヤマダ　ヒロタカ 指導員 2 B ⑧

9 古賀　大貴 コガ　ヒロキ 指導員 1 C ⑥

10 安田　美奈 ヤスダ　ミナ 准看護師 4 B ⑬

11 和田　徳行 ワダ　ノリユキ 施設長 2 － ① コーディネーター(第2分科会)

12 坂本　旭 サカモト　アキラ 主任指導員 1 A ④

13 高津　元利 タカツ　マサナリ 指導員 1 C ⑥ 意見発表（第1分科会）

14 岡田　晋治 オカダ　シンジ 指導員 1 B ⑤

15 西尾　理恵 ニシオ　リエ 副主任 1 B ⑤

16 小関　長次郎 オゼキ　チョウジロウ リーダー 1 A ④

17 大島　毅 オオシマ　タケシ 施設長 2 － ③ 幹事（第2分科会）

18 田中　貴大 タナカ　タカヒロ 入所課係長 2 C ⑨

19 古賀　由紀子 コガ　ユキコ 看護係係長 4 C ⑭

20 天本　薫 アマモト　カオル 生活支援員 3 C ⑪ 意見発表（第2分科会）

21 永田　悠宇 ナガタ　ユウ 生活支援員 1 C ⑥

22 真﨑　靖行 マサキ　ヤスユキ 園長 1 － ① コーディネーター(第1分科会)

25 成富　俊彦 ナリドミ　トシヒコ 支援課長 3 B ⑩

23 池田　遙 イケダ　ヨウ 主任生活支援員 1 B ⑤

24 松本　円花 マツモト　マドカ 生活支援員 2 C ⑨

26 丸田　佳乃羽 マルタ　カノハ 生活支援員 4 D ⑮

27 森田　勝 モリタ　マサル 法人理事 － － ①

28 菊本　恵 キクモト　メグミ 施設長 － － ① 大会実行委員長

29 瀧口　実 タキグチ　ミノル 事務長 3 A ⑰

30 峰　　圭佑 ミネ　ケイスケ 相談員 － － －

31 木谷　光 キヤ　ヒカル 生活指導員 2 C ⑰

32 平野　祥子 ヒラノ　サチコ 管理栄養士 4 C ⑭

33 松本　奈美 マツモト　ナミ 介護リーダー 1 C ⑥

34 林田　剛 ハヤシダ　タケシ 介護職員 3 C ⑪

35 松下　大輝 マツシタ　ヒロキ 理学療法士 2 B ⑧

36 髙比良　宏輔 タカヒラ　コウスケ 園長 － － ① 調研委員長

37 藤尾　照人 フジオ　テルト 主任 1 B ⑰

38 尾川　春加 オガワ　ハルカ 生活支援員 3 C ⑪

39 赤岩　真澄美 アカイワ　マスミ 生活支援員 2 A ⑦

40 草野　将彦 クサノ　マサヒコ 生活支援員 4 D ⑮ 意見発表（第4分科会）

41 髙比良　久代 タカヒラ　ヒサヨ 看護師 4 B ⑬

42 松本　茉梨奈 マツモト　マリナ 書記 － － ⑰

43 原田　修嗣 ハラダ　シュウジ 理事長/施設長 － － ①

44 宮川　寛貴 ミヤカワ　ヒロキ 事務長 4 A ⑫

45 森田　和哉 モリタ　カズヤ 看護職員 3 B ⑩

46 松田　明美 マツダ　アケミ 支援員 2 A ⑦

47 満野　勝己 ミツノ　カツミ 支援員 1 A ④

48 岡﨑　里美 オカザキ　サトミ 事務員 － － ⑰

49 滝口　裕子 タキグチ　ユウコ 副寮長 3 B ⑩ 意見発表（第3分科会）

50 平野　祐一 ヒラノ　ユウイチ 支援員 4 D ⑮

福岡県

長崎県

あじさい

渓泉寮大分県

グループ討議
(分科会・ﾃｰﾌﾞﾙ)

大 会 参 加 者 名 簿（全体）

佐賀県

愛の家

野の花

仁風園

第2優和園

彦山の森

あいこう園

かんざき
日の隈寮

ひびき園

しみず園
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県名 施設名 参加者氏名 フリガナ 役職名
情報

交換会 備　考

51 岩﨑　里恵 イワサキ　リエ 施設長 3 － ① コーディネーター(第3分科会)

52 廣田　野志 ヒロタ　ナオユキ 主任指導員 2 A ⑦

53 河野　真弓 カワノ　マユミ 主任看護師 3 B ⑩

54 佐藤　恵 サトウ　メグミ 栄養士 4 B ⑬

55 首藤　ひろみ シュトウ　ヒロミ 支援員 1 B ⑤

56 片山　博之 カタヤマ　ヒロユキ 施設長 3 － ② 幹事（第3分科会）

57 片山　恒輝 カタヤマ　コウキ 主任生活支援員 1 C ⑥

58 山﨑　奨悟 ヤマサキ　ショウゴ 主任介護支援員 2 C ⑨

59 澤田　憲宏 サワダ　ノリヒロ 介護支援員 3 C ⑪

60 嶌田　真吾 シマダ　シンゴ 介護支援員 4 C ⑭

61 坂本　政治 サカモト　マサハル 施設長 3 A ②

62 森野　貴惠 モリノ　キエ 相談員 2 C ⑨

63 田中　小百合 タナカ　サユリ 介護職員 4 A ⑫

64 森山　美南 モリヤマ　ミナミ 介護職員 1 C ⑥

65 しらがね寮 早田　愛一郎 ハヤタ　アイイチロウ 施設長 4 － ② 幹事（第4分科会）

66 蒔本　健作 マキモト　ケンサク 生活支援員 2 B －

67 沼田　博道 ヌマタ　ヒロミチ 介護支援員 1 B －

68 橋田　佐和子 ハシダ　サワコ 介護支援員 4 D －

69 冨田　竜二 トミタ　リュウジ 施設長 1 － ③ 幹事（第1分科会）

70 池邉　充洋 イケベ　ミツヒロ 副施設長 － － ⑯ 調研委員

71 津田　幸代 ツダ　サチヨ 生活支援員 4 D ⑮

72 永田　雄二 ナガタ　ユウジ 介護支援員 2 A ⑦

73 櫻庭　圭祐 サクラバ　ケイスケ 介護支援員 1 B ⑤ 意見発表（第1分科会）

74 永山　博久 ナガヤマ　ヒロヒサ 施設長 4 － ② コーディネーター(第4分科会)

75 黄木　留美 オオギ　ルミ 主任栄養士 4 B ⑬

76 高田　暁仁 タカダ　アキヒト 生活支援員 2 B ⑧

77 森　　孝子 モリ　タカコ 生活支援員 3 C ⑪

78 岡田　康昭 オカダ　ヤスアキ 生活支援員 4 A ⑫

79 藤本　知彦 フジモト　トモヒコ 施設長 2 A ③

80 藤本　美和子 フジモト　ミワコ 副施設長 2 B ⑧ 意見発表（第2分科会）

81 平畑　佳朗 ヒラハタ　ヨシロウ 総務課長 1 A ④

82 高谷　厚 タカヤ　アツシ 生活支援員 4 B ⑬

83 草野　由紀子 クサノ　ユキコ 生活支援員 3 B ⑩

84 落合　光一 オチアイ　コウイチ 施設長 3 A ②

85 甲斐　悠矢 カイ　ユウヤ 介護職員 3 C ⑪ 意見発表（第3分科会）

86 荒川　直子 アラカワ　ナオコ 看護師 4 C ⑭

87 冨永　輝美 トミナガ　テルミ 施設長 3 A ②

88 後藤　洋貴 ゴトウ　ヒロタカ 総務企画課長 － － ⑯ 調研委員

89 塗木　美弥 ヌルキ　ミヤ 生活支援課長 2 B ⑧

90 小川　信一 オガワ　シンイチ 生活支援員 3 B ⑩

91 片山　典子 カタヤマ　ノリコ 生活支援員 4 A ⑫

92 長友　楠佳 ナガトモ　クスカ 管理栄養士 4 C ⑭

93 鹿児島県 ときわの丘 松永　幸二 マツナガ　コウジ 施設長 4 A ②

94 古見　嘉浩 フルミ　ヨシヒロ 企画課長 － － ⑯

95 嶺井　竜之介 ミネイ　リュウノスケ 企画課主任 － － ⑯

96 上里　育子 ウエザト　イクコ 園長 2 A ③

97 城間　健司 シロマ　ケンジ 精神保健福祉士 1 A ④

98 譜久原　園子 フクハラ　ソノコ 園長 3 A ③

99 金城　善史 キンジョウ　ヨシヒト 管理課長 1 A ④

100 宮里　健太 ミヤザト　ケンタ 生活指導員 4 A ⑫ 意見発表（第4分科会）

101 吉田　萌々 ヨシダ　モモ 管理栄養士 2 C ⑨

宮崎県

大 会 参 加 者 名 簿（全体）
グループ討議

(分科会・ﾃｰﾌﾞﾙ)

友愛会
銀杏寮

千草寮

野坂の浦荘

菊池園

天草園

よみたん
救護園

いしみね
救護園

清風園

すみよし

沖縄県

沖縄県社会
福祉事業団

事務局

熊本県

真和館

光明寮大分県
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No. 参加者氏名 施設名 役職名 No. 参加者氏名 施設名 役職名
2 和田　徳行 第2優和園 施設長 1 山田　英彦 愛の家 施設長
1 真﨑　靖行 しみず園 園長 2 片山　博之 千草寮 施設長
3 森田　勝 彦山の森 法人理事 3 坂本　政治  友愛会銀杏寮 施設長
4 菊本　恵 彦山の森 施設長 4 早田　愛一郎 しらがね寮 施設長
5 髙比良　宏輔 あいこう園 園長 5 落合　光一 清風園 施設長
6 原田　修嗣 あじさい 理事長/施設長 6 冨永　輝美 すみよし 施設長
7 岩﨑　里恵 光明寮 施設長 7 松永　幸二 ときわの丘 施設長

No. 参加者氏名 施設名 役職名 No. 参加者氏名 施設名 役職名
1 岩田　吉史 野の花 施設長 1 坂本　旭 第2優和園 主任指導員
2 大島　毅  かんざき日の隈寮 施設長 2 小関　長次郎 ひびき園 リーダー
3 冨田　竜二 菊池園 施設長 3 満野　勝己 あじさい 支援員
4 永山　博久 野坂の浦荘 施設長 4 平畑　佳朗 真和館 総務課長
5 藤本　知彦 真和館 施設長 5 城間　健司  いしみね救護園 精神保健福祉士
6 上里　育子  いしみね救護園 園長 6 金城　善史  よみたん救護園 管理課長
7 譜久原　園子  よみたん救護園 園長

No. 参加者氏名 施設名 役職名 No. 参加者氏名 施設名 役職名
1 岡田　晋治 第2優和園 指導員 1 古賀　大貴 仁風園 指導員
2 西尾　理恵 ひびき園 副主任 2 高津　元利 第2優和園 指導員
3 池田　遙 しみず園 主任生活支援員 3 永田　悠宇  かんざき日の隈寮 生活支援員
4 首藤　ひろみ 光明寮 支援員 4 松本　奈美 彦山の森 介護リーダー
5 櫻庭　圭祐 菊池園 介護支援員 5 片山　恒輝 千草寮 主任生活支援員

6 森山　美南  友愛会銀杏寮 介護職員

No. 参加者氏名 施設名 役職名 No. 参加者氏名 施設名 役職名
1 岡村　ひとみ 愛の家 支援員 1 徳安　栄子 野の花 通所事業責任者
2 赤岩　真澄美 あいこう園 生活支援員 2 山田　裕隆 仁風園 指導員
3 松田　明美 あじさい 支援員 3 松下　大輝 彦山の森 理学療法士
4 廣田　野志 光明寮 主任指導員 4 高田　暁仁 野坂の浦荘 生活支援員
5 永田　雄二 菊池園 介護支援員 5 藤本　美和子 真和館 副施設長

6 塗木　美弥 すみよし 生活支援課長

No. 参加者氏名 施設名 役職名 No. 参加者氏名 施設名 役職名
1 田中　貴大  かんざき日の隈寮 入所課係長 1 成富　俊彦 しみず園 支援課長
2 松本　円花 しみず園 生活支援員 2 森田　和哉 あじさい 看護職員
3 山﨑　奨悟 千草寮 主任介護支援員 3 滝口　裕子 渓泉寮 副寮長
4 森野　貴惠  友愛会銀杏寮 相談員 4 河野　真弓 光明寮 主任看護師
5 吉田　萌々  よみたん救護園 管理栄養士 5 草野　由紀子 真和館 生活支援員

6 小川　信一 すみよし 生活支援員

No. 参加者氏名 施設名 役職名 No. 参加者氏名 施設名 役職名
1 天本　薫  かんざき日の隈寮 生活支援員 1 宮川　寛貴 あじさい 事務長
2 林田　剛 彦山の森 介護職員 2 田中　小百合  友愛会銀杏寮 介護職員
3 尾川　春加 あいこう園 生活支援員 3 岡田　康昭 野坂の浦荘 生活支援員
4 澤田　憲宏 千草寮 介護支援員 4 片山　典子 すみよし 生活支援員
5 森　　孝子 野坂の浦荘 生活支援員 5 宮里　健太  よみたん救護園 生活指導員
6 甲斐　悠矢 清風園 介護職員

No. 参加者氏名 施設名 役職名 No. 参加者氏名 施設名 役職名
1 安田　美奈 仁風園 准看護師 1 藤井　智 愛の家 支援員
2 髙比良　久代 あいこう園 看護師 2 古賀　由紀子  かんざき日の隈寮 看護係係長
3 佐藤　恵 光明寮 栄養士 3 平野　祥子 彦山の森 管理栄養士
4 黄木　留美 野坂の浦荘 主任栄養士 4 嶌田　真吾 千草寮 介護支援員
5 高谷　厚 真和館 生活支援員 5 荒川　直子 清風園 看護師

6 長友　楠佳 すみよし 管理栄養士

No. 参加者氏名 施設名 役職名 No. 参加者氏名 施設名 役職名
1 板坂　健吾 野の花 支援員 1 田吹　暢浩 仁風園 主任指導員
2 丸田　佳乃羽 しみず園 生活支援員 2 池邉　充洋 菊池園 副施設長
3 草野　将彦 あいこう園 生活支援員 3 後藤　洋貴 すみよし 総務企画課長
4 平野　祐一 渓泉寮 支援員 4 古見　嘉浩   沖縄県社会福祉事業団事務局 企画課長
5 津田　幸代 菊池園 生活支援員 5 嶺井　竜之介   沖縄県社会福祉事業団事務局 企画課主任

No. 参加者氏名 施設名 役職名
1 藤尾　照人 あいこう園 主任
2 木谷　光 彦山の森 生活指導員
3 瀧口　実 彦山の森 事務長
4 松本　茉梨奈 あいこう園 書記
5 岡﨑　里美 あじさい 事務員

⑦ ⑧

⑤ ⑥

大会参加者名簿（意見交換会）

① ②

③ ④

⑪ ⑫

⑨ ⑩

⑰

⑬ ⑭

⑮ ⑯
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